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議会だより

発展への足がかりに！
P2

《表紙》県北６町の議員が集う場で

町の無形文化財である、行山流水

戸辺鹿子躍りが披露された。

平成 29 年度決算審査

町長・副町長３か月の給料減額

危機管理課を総務課に統合へ

入谷公民館設計業務など

ここが聞きたい

放射性物質汚染牧草処理の安全性調査

８月臨時議会・９月定例議会

まちづくりへの提言
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特
集

平成 29年度決算認定

発展への足がかりに！発展への足がかりに！発展への足がかりに！

　　平成 30 年９月定例会は、４日から 19 日まで開催されました。平成

29 年度決算審査特別委員会を設置し、一般会計と特別会計について予算

が適正に執行されたか、それによりどのような行政効果があったかなど、

慎重な審査がおこなわれました。その結果、一般会計は賛成８、反対６の

賛成多数で認定され、特別会計は全会一致で全て認定されました。→P.21

【歳　入】

総 

括 

質 

疑

問答

問答 問

問答

答

　

（
後
藤
伸
太
郎
委
員
）

人
材
育
成
は
重
要
課
題
だ

が
、
ど
う
育
成
し
て
き
た

の
か
。
育
っ
て
き
て
い
る

の
か
。

　
　

国
、
県
と
の
連
携
や
、

予
算
額
も
ま
っ
た
く
違
う

環
境
の
中
で
仕
事
を
こ
な

し
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て

い
る
。
職
員
同
士
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
含
め
、

研
修
等
人
材
育
成
の
道
を

探
っ
て
い
く
。

　

（
及
川
幸
子
委
員
）
監

査
委
員
に
よ
る
例
月
出
納

検
査
、
随
時
監
査
等
で
不

適
切
な
事
務
処
理
を
発
見

で
き
な
か
っ
た
の
か
。

　
　

例
月
出
納
検
査
は

預
・
貯
金
通
帳
、
現
金
等

が
間
違
い
な
く
あ
る
か
等

を
主
眼
に
お
く
。
随
時
監

査
は
、
事
業
の
中
身
に
関

す
る
精
査
で
あ
る
。
重
大

な
事
案
を
発
見
す
る
だ
け

の
資
料
提
示
は
な
い
。

　

（
千
葉
伸
孝
委
員
）
南

三
陸
病
院
は
１
億
２
０
０

０
万
円
の
赤
字
だ
が
、
一

時
的
な
も
の
か
。
見
通
し

は
。

　
　

一
般
会
計
か
ら
年
間

３
億
円
繰
り
出
し
て
い
る
。

町
民
の
安
心
・
安
全
を
担

保
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

将
来
的
な
財
政
の
問
題
も

あ
る
が
、
経
営
に
は
医
師

も
含
め
頑
張
っ
て
い
た
だ

く
。

　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
職

員
一
丸
で
取
り
組
ん
で
き

た
い
く
つ
か
の
柱
が
あ
る

が
、
胸
を
張
れ
る
効
果
・

評
価
で
き
る
も
の
は
。

　
　

官
民
挙
げ
て
の
大
き

な
成
果
は
、
震
災
前
年
１

０
８
万
人
だ
っ
た
観
光
客

数
が
、
昨
年
１
４
０
万
人

を
超
え
た
こ
と
で
あ
る
。

千
葉
伸
孝
委
員

志
津
川
、
歌
津
地
区
の

復
興
事
業
推
進
が
不
均

衡
だ
。
総
合
支
所
機
能

の
縮
小
に
よ
る
住
民
サ

反 

対

賛 

成
３１８億１,２９４万円

２９７億６,１７４万円【歳　出】

【形式的収支】 【実質収支（黒字）】

【財政調整基金へ】

20 億５,１２０万円　　　　　  　 12 億３,８０８万円

 ６億９,３０３万円　　　　　　      ６億５,０００万円

 １億２,００７万円　　　　　　　　５億８,０８０万円【30年度へ繰り越し】

【繰越明許】

【事故繰越】

事　　　業　　　　　　 収　益　　　　  費　用　　　　事業損益

水道事業 

病院事業 

訪問看護ステーション事業

6億    70万円

20億1,831万円

4,319万円

5億6,526万円

21億4,794万円

4,162万円

3,543万円

△ 1億2,962万円

157万円

水道事業…給水人口・件数も減少傾向だが、水産加工場・スーパーの再建に伴う有水の
　　　　　増加により、純利益確保

病院事業…入院・外来患者数ともに増だが、損失発生

事　　　業　　　　　　 歳　入　　　　  歳　出　　　    収　支

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

市場事業

漁業集落排水事業

公共下水道事業

26億9,274万円

１億4,101万円

16億6,339万円

4,062万円

6,587万円

2億8,477万円

23億4,815万円

１億3,757万円

15億7,122万円

3,194万円

4,111万円

2億5,918万円

3億4,459万円

343万円

9,217万円

867万円

2,475万円

2,559万円

特別会計

一
般
会
計
認
定
へ
の
討
論

     

その他
 2.4 億円

１%
町　債

17.0 億円
5%県支出金

19.5 億円
６%

国庫支出金
36.5 億円

12%

地方譲与税
0.7 億円

０%

地方交付税
66.2 億円

21%

町　税
13.1 億円

4%

財産収入
5.4 億円

2%

繰入金
 99.1 億円

31%

分担金負担金等
58.2 億円

18%

歳入歳入

歳出歳出歳出歳出
議会費

 1.1 億円
0.4%

公債費
 12.6 億円

4.2%

総務費
 23.3 億円

7.8% 民生費
 23.9 億円

8%
衛生費

 12.0 億円
4%

農林水産業費
9.2 億円

3.1%

商工費
 3.1 億円

1%

土木費
 7.0 億円

2.4%
消防費

 5.4 億円
1.8%

教育費
 9.8 億円

3.3%

依存財源
自主財源

復興費
126.2 億円

42.4%

復興費
126.2 億円

42.4%

災害復旧費
64.0 億円

21.6%

ー
ビ
ス
低
下
に
繋
が
る

な
ど
、
町
政
へ
の
反
発

が
増
し
、
早
期
復
興
が

停
滞
す
る
と
考
え
、
反

対
す
る
。

菅
原
辰
雄
委
員

　
一
日
も
早
く
復
旧
、

復
興
を
完
遂
し
、
町
民

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
に
確
実
な

歩
み
を
続
け
て
い
る
な

ど
、
全
て
を
考
慮
し
賛

成
す
る
。

一般会計
318.1 億円

297.6 億円

総額

総額
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平
成
29 

年
度

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　

︵
後
藤
伸
太
郎
委
員
︶
町

民
税
の
動
向
は
復
興
の
バ
ロ

メ
ー
タ
だ
が
、
全
体
的
に
ど

う
捉
え
て
い
る
か
。

　
　

個
人
、
法
人
と
も
に
町

民
税
は
ピ
ー
ク
に
来
て
い
る
。

　

︵
今
野
雄
紀
委
員
︶
消
費

増
税
を
控
え
る
が
、
地
方
消

費
税
交
付
金
等
の
今
後
は
。

　
　

増
税
に
伴
い
、
地
方
分

も
１.

７
％
か
ら
２.

２
％

へ
と
変
更
さ
れ
る
。
使
途
は

社
会
保
障
に
限
定
。

　

︵
菅
原
辰
雄
委
員
︶
災
害

援
護
資
金
の
返
済
状
況
は
。

　
　

計
１
４
０
件
、
３
億
９

０
０
０
万
円
ほ
ど
を
貸
し
付

け
て
お
り
、
１
億
５
０
０
万

円
ほ
ど
が
償
還
済
み
。
計
画

通
り
の
償
還
が
で
き
て
い
な

い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

︵
須
藤
清
孝
委
員
︶
予
防

接
種
の
接
種
率
は
。

　
　

風
疹
、
Ｂ
型
肝
炎
な
ど

は
１
０
０
％
。
助
成
を
開
始

し
た
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
も

接
種
率
は
高
い
。

　
　

お
た
ふ
く
か
ぜ
も
、
重

症
化
す
る
と
他
の
病
気
を
併

発
し
、
リ
ス
ク
が
高
い
。
啓

発
が
必
要
で
は
。

　
　

周
知
に
努
め
た
い
。

乳
幼
児
の
健
康
を
守
ろ
う          

　
　
　
　  

︿
衛
生
費
﹀

　

︵
倉
橋
誠
司
委
員
︶
外
国

人
旅
行
者
の
案
内
窓
口
来
訪

者
数
は
。

　
　

地
域
案
内
所
窓
口
で
の

対
応
者
数
２
７，

２
４
４
人

に
対
し
、
外
国
人
は
４
７
３

人
。
台
湾
を
中
心
に
、
教
育

旅
行
の
受
け
入
れ
な
ど
も
お

こ
な
っ
て
い
る
。

　

︵
及
川
幸
子
委
員
︶
神
割

崎
キ
ャ
ン
プ
場
の
運
営
状
況

は
。

　
　

天
候
が
不
順
だ
っ
た
中

で
も
入
れ
込
み
客
数
は
増
加

し
、
平
成
30
年
度
の
委
託
料

は
減
額
に
な
る
な
ど
、
成
果

を
上
げ
て
い
る
。

観
光
客
誘
致
へ
、
様
々
な

施
策
を
展
開
︿
商
工
費
﹀

学
校
を
取
り
巻
く
状
況
は    

　
　
　
　
　 

︿
教
育
費
﹀

　

︵
後
藤
伸
太
郎
委
員
︶
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

寄
付
額
が
大
幅
減
だ
が
。

　
　

昨
年
の
２
割
に
と
ど
ま

っ
た
。
一
層
の
努
力
を
す
る
。

防
災
拠
点
の
整
備
を
急
げ

　
　
　      

︿
消
防
費
﹀

　

︵
山
内
孝
樹
委
員
︶
歌
津

支
所
へ
の
各
種
届
出
に
関
し

て
、
休
日
の
受
付
状
況
は
。

　
　

死
亡
届
な
ど
は
受
け
付

け
て
い
な
い
。
日
曜
開
庁
の

状
況
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
て
い
る
。

　

︵
今
野
雄
紀
委
員
︶
道
路

の
補
修
等
の
要
望
に
対
し
効

率
を
上
げ
る
た
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
を
使
っ
て
情
報
を
集
め
る

取
り
組
み
を
し
て
は
。

　
　

ス
マ
ホ
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
と
連

動
し
破
損
個
所
を
通
報
す
る

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
も
あ
る
と

聞
く
が
、
導
入
に
は
課
題
も

多
い
。
対
応
に
あ
た
る
体
制

作
り
が
重
要
な
の
で
、
意
を

用
い
て
取
り
組
む
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を 

　
　
　   

　 

︿
総
務
費
﹀

婚
活
事
業
の
あ
り
方
と
は   

　
　
　
　
　   

︿
総
務
費
﹀

　

︵
千
葉
伸
孝
委
員
︶
お
ら

　

︵
倉
橋
誠
司
委
員
︶
ふ
る

さ
と
納
税
に
対
す
る
返
礼
品

に
、
３
割
を
超
え
る
も
の
が

あ
る
と
総
務
省
か
ら
指
導
さ

れ
た
と
い
う
が
。

　
　

返
礼
品
全
体
で
見
れ
ば
、

調
達
率
は
11
％
で
指
摘
に
は

当
た
ら
な
い
と
考
え
る
が
、

一
部
返
礼
率
の
高
い
も
の
に

関
し
て
は
見
直
す
。

歳
　  
入

歳
　  
入

歳
　  

出

歳
　  

出

今
後
の
税
収
の
展
望
は           

︿
町
税
・
地
方
消
費
税
﹀

ふ
る
さ
と
納
税
を
め
ぐ
る

動
き 

　
　   

︿
寄
付
金
﹀

貸
付
金
の
返
済
は 

　
　             

　
　
　
　  

︿
諸
収
入
﹀

ほ
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
対

象
事
業
者
は
町
内
限
定
か
。

　
　

町
外
の
団
体
が
関
係
し

て
も
よ
い
。

　
　

そ
の
中
で
地
域
の
有
力

者
を
巻
き
込
ん
で
、
婚
活
事

業
を
展
開
し
て
は
。

　
　

婚
活
事
業
は
今
年
度
１

件
採
択
さ
れ
て
い
る
が
、
地

域
の
人
間
関
係
が
深
く
関
わ

る
の
は
時
代
の
流
れ
に
そ
ぐ

わ
な
い
の
で
は
と
思
う
。 

衛
生
管
理
に
多
額
の
費

用
が          

︿
衛
生
費
﹀

放
射
性
廃
棄
物
の
処
理   

　   

︿
農
林
水
産
業
費
﹀

　

︵
千
葉
伸
孝
委
員
︶
新
た

に
整
備
さ
れ
る
消
防
団
用
の

屯
所
に
、
浸
水
地
域
内
の
も

の
が
あ
る
が
。

　
　

で
き
れ
ば
浸
水
し
て
い

な
い
土
地
が
良
い
が
、
適
地

が
な
い
。
ス
ピ
ー
ド
も
優
先

さ
れ
る
た
め
、
地
元
と
よ
く

協
議
す
る
。

ど
の
取
り
組
み
は
続
け
る
。

　

︵
今
野
雄
紀
委
員
︶
ス
ク

ー
ル
バ
ス
の
今
後
は
。

　
　

全
額
国
費
で
運
行
し
て

き
た
が
、
29
年
度
か
ら
は
乗

車
率
に
応
じ
て
町
の
負
担
が

あ
る
。
１
億
７
０
０
０
万
円

の
事
業
費
の
約
半
分
。
将
来

的
に
は
徒
歩
中
心
の
登
下
校

に
戻
す
。

　

︵
山
内
孝
樹
委
員
︶
教
員

用
宿
舎
の
利
用
状
況
は
。

　
　

吉
野
沢
の
宿
舎
は
Ａ
Ｌ

Ｔ
２
名
が
利
用
し
て
い
る
。

空
き
部
屋
も
あ
る
が
古
い
建

物
で
あ
り
、
他
の
用
途
で
の

使
用
は
考
え
て
い
な
い
。

　

︵
髙
橋
兼
次
委
員
︶
学
力

テ
ス
ト
の
結
果
の
公
表
は
。

　
　

現
在
は
公
表
し
て
い
な

い
。
保
護
者
と
も
慎
重
な
議

論
が
必
要
だ
と
思
う
。

　

︵
及
川
幸
子
委
員
︶
給
食

費
滞
納
の
状
況
は
。

　
　

２
２
４
万
円
。
回
収
に

努
力
す
る
。

高

　

︵
今
野
雄
紀
委
員
︶
汚
染

牧
草
の
処
理
に
関
し
て
、
変

更
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
。

　
　

地
元
か
ら
の
反
対
が
大

き
く
、
一
度
立
ち
止
ま
っ
て

考
え
る
こ
と
に
し
た
も
の
。

　
　

今
後
ど
う
す
る
の
か
。

　
　

焼
却
と
い
う
選
択
肢
は

な
い
。
ま
ず
、
現
在
稲
わ
ら

を
保
管
し
て
い
る
農
家
と
話

し
合
い
、
十
分
理
解
し
て
も

ら
え
る
よ
う
進
め
た
い
。

　

︵
後
藤
伸
太
郎
委
員
︶
ご

み
の
収
集
に
関
し
て
費
用
が

か
か
り
過
ぎ
て
い
る
。
こ
の

ま
ま
で
は
目
標
到
達
は
難
し

い
の
で
は
。

　
　

ご
み
の
発
生
抑
制
の
た

め
、
ご
み
袋
の
有
料
化
な
ど

も
検
討
し
て
い
る
。

　

︵
菅
原
辰
雄
委
員
︶
斎
苑

の
老
朽
化
対
策
は
。

　
　

長
寿
命
化
の
た
め
に
は

定
期
的
な
手
入
れ
が
必
要
で
、

今
年
度
、
炉
の
改
修
な
ど
を

計
画
し
て
い
る
。

　

　

︵
千
葉
伸
孝
委
員
︶
﹁
図

書
館
を
使
っ
た
調
べ
る
学
習

コ
ン
ク
ー
ル
﹂
の
内
容
は
。

　
　

29
年
度
は
１
５
９
件
の

応
募
が
あ
っ
た
。
先
生
方
、

事
務
方
の
負
担
が
大
き
い
た

め
30
年
度
は
中
止
し
た
。

　
　

国
語
力
低
下
に
歯
止
め

を
か
け
る
た
め
に
も
続
け
る

べ
き
で
は
。

　
　

現
状
、
著
し
く
国
語
力

が
低
い
と
は
言
え
な
い
。
朝

に
読
書
の
時
間
を
設
け
る
な

︽
一
般
会
計
︾

︽
一
般
会
計
︾

歌津総合支所

予防接種の啓発を

子どもたちにより良い学びを

ふるさと納税の返礼品
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議
案議

審

会
時臨

議
消防防災施設に関する不適正な事務処理

町長30％副町長15％
３か月の給料減額

●
災
害
復
旧
補
助
金
返

還
の
専
決
処
分
の
承
認

　

（
千
葉
伸
孝
議
員
）
返
還

金
の
加
算
金
が
当
初
の
１
０

３
万
円
か
ら
２
０
７
万
円
に

な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

　
　

前
回
の
全
員
協
議
会
で

示
し
た
も
の
は
試
算
で
あ
り
、

国
か
ら
85
日
分
の
返
還
金
を

求
め
ら
れ
決
定
し
た
。

　

（
及
川
幸
子
議
員
）
国
へ

の
返
還
金
を
専
決
処
分
と
し

た
訳
は
。

　
　

加
算
金
が
日
々
発
生
す

る
た
め
、
国
と
の
交
渉
で
日

程
が
決
ま
っ
た
。

　

（
後
藤
伸
太
郎
議
員
）
補

助
金
の
返
還
に
繰
越
金
を
充

当
し
、
財
政
調
整
基
金
の
積

立
額
は
。

　
　

財
調
積
立
額
は
６
億
５

０
０
０
万
円
に
は
影
響
は
な

く
、
残
り
の
繰
越
金
か
ら
５

７
０
０
万
円
を
用
意
し
た
。

　

（
及
川
幸
子
議
員
）
減
額

の
根
拠
は
。

　
　

根
拠
は
特
別
な
い
が
、

今
回
繰
り
返
し
た
問
題
に
対

し
て
こ
の
減
額
と
し
た
。

　

（
千
葉
伸
孝
議
員
）
特
別

職
報
酬
審
議
会
の
委
員
の
構

成
は
。

　
　

１
０
名
の
委
員
構
成
で
、

町
内
の
公
共
団
体
の
代
表
や

住
民
で
あ
る
。
町
長
が
任
命

す
る
。
現
在
は
７
名
に
委
嘱

し
て
い
る
。

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
今
回

の
給
料
減
額
は
再
発
防
止
へ

の
抑
止
力
と
な
る
の
か
。

　
　

職
員
に
は
受
け
止
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

（
及
川
幸
子
議
員
）
換
地

相
続
で
き
な
い
土
地
の
状
況

は
。

　
　

地
権
者
が
亡
く
な
っ
た

場
合
は
、
地
権
者
・
相
続
者

の
ま
ま
で
換
地
処
分
を
し
て

い
る
。

○ 

議
員
発
議 

○ 

消
防
防
災
施
設
災
害
復
旧
補

助
事
業
等
調
査
特
別
委
員
会

を
設
置
す
る
。

委  

員  

長     

菅 

原 

辰 

雄

副
委
員
長    

星  

喜
美
男

危機管理課を
　　　総務課に統合へ
危機管理課を
　　　総務課に統合へ
危機管理課を
　　　総務課に統合へ

●
ま
ち
び
ら
き
水
産
エ
リ
ア

等
の
水
産
加
工
場
へ
の
塩
水

取
配
水
施
設
設
置
へ

　

（
後
藤
伸
太
郎
議
員
）
震

災
前
の
状
況
は
。

　
　

以
前
は
１
㎥
当
た
り
３

０
円
を
徴
収
し
て
い
た
が
、

３
８
円
と
し
、
一
般
会
計
の

中
で
処
理
を
す
る
。

　

（
千
葉
伸
孝
議
員
）
利
用

は
何
社
か
。

　
　

ま
ち
び
ら
き
水
産
エ
リ

ア
に
４
社
、
う
ち
１
社
は
新

設
。
３
社
は
漁
港
施
設
に
も

あ
り
、
２
社
は
２
つ
目
の
施

設
。

　

（
千
葉
伸
孝
議
員
）
危
機

管
理
課
を
総
務
課
に
統
合
し

て
の
人
員
配
置
は
。

　
　

人
員
配
置
の
条
例
で
は

な
く
、
有
効
な
組
織
体
制
の

構
築
。
人
員
を
大
き
く
変
え

る
事
は
考
え
て
い
な
い
。

　

（
後
藤
伸
太
郎
議
員
）
不

適
正
な
事
務
処
理
が
あ
り
、

●
行
政
組
織
条
例
の

一
部
を
改
正

●
町
長
・
副
町
長
の
給

料
減
額

●
志
津
川
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
の
字
界
の
整
理

問答

討
論

反 

対

●
家
庭
的
保
育
事
業

の
基
準
改
正

　

（
及
川
幸
子
議
員
）
待
機

児
童
の
数
は
。

　
　

４
月
ま
で
は
充
足
し
て

い
た
。
そ
の
後
職
員
の
不
足

に
よ
り
、
９
人
の
入
所
を
保

留
し
て
い
る
。

答 10
月
の
年
度
途
中
の
改
編
よ

り
、
新
年
度
の
ほ
う
が
ス
ム

ー
ズ
に
組
織
改
編
が
で
き
る

の
で
は
。

　
　

行
革
の
一
環
で
は
あ
る

が
、
今
回
の
件
が
引
き
金
と

な
り
10
月
と
な
っ
た
。

　

（
倉
橋
誠
司
委
員
）
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
率

は
。

　
　

29
年
度
末
で
43・
５
％
。

　

（
及
川
幸
子
委
員
）
人
間

ド
ッ
ク
や
特
定
健
康
診
断
の

受
診
率
が
低
い
が
。

　
　

危
険
度
の
高
い
人
に
は

積
極
的
に
受
診
を
呼
び
掛
け

て
い
る
。

国
民
健
康
保
険

︽
特
別
会
計
︾

︽
特
別
会
計
︾

介
護
保
険

市
場
事
業

漁
業
集
落
排
水
事
業

水
道
事
業

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

（
後
藤
伸
太
郎
委
員
）
財

政
調
整
基
金
と
し
て
６
千
万

円
あ
る
が
。
運
用
は
安
定
し

て
い
る
か
。

　
　

１
ヵ
月
給
付
額
分
約
１

億
２
千
万
円
は
積
み
立
て
て

お
く
べ
き
。
過
度
に
は
持
た

な
い
。
保
険
料
変
更
も
な
く

安
定
し
て
い
る
。

　

（
及
川
幸
子
委
員
）
認
知

症
総
合
支
援
事
業
の
具
体
は
。

　
　

80
万
円
で
認
知
症
対
策

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
認
知
症

ケ
ア
パ
ス
）
を
作
成
し
た
。

　

（
倉
橋
誠
司
委
員
）
介
護

ス
タ
ッ
フ
は
充
足
し
て
い
る

か
。

　
　

町
内
３
事
業
所
で
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
11
名
。
現
場

で
は
人
材
に
苦
慮
し
て
い
る

が
、
情
報
交
換
会
を
行
っ
て

い
る
。

　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
タ
コ

豊
漁
と
高
値
の
要
因
は
。
仲

買
人
新
規
参
入
は
。

　
　

海
水
温
が
高
く
豊
漁
に

な
っ
た
。
高
値
は
西
日
本
が

不
漁
だ
っ
た
た
め
。
仲
買
人

35
名
で
新
規
参
入
は
な
か
っ

た
。

　

（
菅
原
辰
雄
委
員
）
漁
船

誘
致
は
。

　
　

各
種
の
漁
船
に
誘
致
活

動
を
行
い
た
い
。

　

（
後
藤
伸
太
郎
委
員
）
繰

越
金
約
２
千
万
円
発
生
の
理

由
は
。

　
　

袖
浜
防
潮
堤
工
事
の
遅

れ
に
よ
る
も
の
。

　
　

下
水
道
事
業
と
の
統
合

は
可
能
か
。

　
　

将
来
的
に
は
可
能
か
と

思
う
が
、
一
定
の
調
整
が
必

要
に
な
る
。

　

（
倉
橋
誠
司
委
員
）
現
金

　

（
及
川
幸
子
委
員
）
リ
ハ

ビ
リ
支
援
体
制
は
。

　
　

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
が

１
名
い
る
。
連
携
し
て
効
果

的
な
治
療
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

預
金
と
未
収
金
は
そ
れ
ぞ
れ

多
く
な
い
か
。

　
　

工
事
代
金
支
払
い
と
国

庫
補
助
金
受
取
が
そ
れ
ぞ
れ

翌
４
月
に
繰
り
延
べ
ら
れ
た

た
め
。

　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
水
道

料
金
は
適
正
か
。

　
　

県
内
で
は
15
番
目
。
気

仙
沼
市
よ
り
は
高
い
が
、
登

米
市
よ
り
は
安
い
。

　

（
及
川
幸
子
委
員
）
水
道

料
金
未
収
金
の
内
訳
は
。

　
　

過
年
度
分
２
０
０
万
円
、

現
年
度
分
が
５
９
３
万
円
あ

る
。
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
場
合

数
日
の
遅
れ
が
発
生
す
る
。

　

（
菅
原
辰
雄
委
員
）
水
道

管
老
朽
化
対
策
は
。

　
　

漏
水
箇
所
は
順
次
修
理

を
行
う
。

　

（
後
藤
伸
太
郎
委
員
）
人

間
ド
ッ
ク
受
診
者
数
は
増
や

す
の
か
。
Ｐ
Ｒ
は
。

　
　

目
標
は
40
％
。
チ
ラ
シ

配
布
も
始
め
た
。

平
成
29 

年
度

決
算
審
査
特
別
委
員
会

復
興
事
業
い
よ
い
よ
大

詰
め
　
　   

︿
復
興
費
﹀

　
　

要
望
も
届
い
て
お
り
、

町
単
独
の
予
算
で
の
対
応
も

順
次
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

︵
千
葉
伸
孝
委
員
︶
高
台

連
絡
道
路
の
完
成
時
期
は
。

　
　

沼
田
地
区
は
年
度
末
に

完
成
予
定
。
志
中
大
橋
付
近

の
工
事
は
１
ヵ
月
程
度
遅
れ

て
い
る
。

　

︵
髙
橋
兼
次
委
員
︶
防
潮

堤
の
工
事
に
お
い
て
不
用
額

が
多
く
出
て
い
る
が
。

　
　

全
般
的
に
進
捗
が
遅
れ

て
お
り
、
繰
り
越
し
て
も
実

施
で
き
な
か
っ
た
も
の
は
不

用
額
と
し
て
処
理
し
て
い
る
。

復
興
事
業
に
関
し
て
は
、
次

年
度
、
ま
た
改
め
て
予
算
を

付
け
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
　

繰
り
越
せ
る
が
ゆ
え
に

遅
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
も

あ
る
が
。

　
　

決
し
て
あ
ぐ
ら
を
か
い

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
用

地
の
95
％
は
工
事
同
意
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
工
期
短
縮

に
努
め
る
。

　

︵
星
喜
美
男
委
員
︶
漁
港

の
地
盤
隆
起
の
状
況
は
。

　
　

震
災
後
に
作
成
さ
れ
た

図
面
と
比
較
し
て
も
、
17
〜

27
㎝
の
隆
起
が
あ
る
。

　
　

海
面
と
物
揚
場
と
の
高

低
差
が
大
き
い
。
昇
降
用
タ

ラ
ッ
プ
や
、
リ
フ
ト
用
の
車

止
め
の
設
置
が
必
要
で
は
。

高

後
藤
伸
太
郎
議
員

年
度
途
中
で
の
体
制
の

変
更
は
町
民
の
安
全
確

保
、
危
機
管
理
能
力
の

向
上
と
は
な
ら
な
い
。

賛
成
９
人
　

反
対
５
人
で 

可決

志中大橋

８月

９月
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答 答 問問

問答問答問

答

問答問答問答

問

答

算
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予
７億２７８０万円計上

答 問答問
　

（
後
藤
伸
太
郎
議
員
）

Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
ラ
ム
サ
ー

ル
の
実
行
委
員
会
に
１
７

０
万
円
増
額
の
内
容
は
。

　
　

補
助
金
を
出
す
際
の

一
般
会
計
の
差
し
引
き
分
。

30
名
の
小
学
生
の
旅
費
の

補
助
や
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
バ

ッ
グ
、
映
像
作
成
の
業
者

へ
の
委
託
料
を
、
実
行
委

員
会
に
支
出
す
る
。

　

（
倉
橋
誠
司
議
員
）
訪

日
外
国
人
旅
行
者
受
け
入

れ
環
境
整
備
事
業
と
は
何

か
。

　
　

国
の
予
算
で
神
割
崎

キ
ャ
ン
プ
場
の
ト
イ
レ
の

洋
式
化
を
図
り
、
２
０
２

０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

控
え
て
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

環
境
整
備
事
業
。　

　
　

上
下
水
道
費
が
77
％

Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
ラ
ム
サ
ー
ル
の

　  

開
催
に
向
け
準
備
着
々
！

一
般
会
計

特
別
会
計

◇
国
民
健
康
保
険

　

（
倉
橋
誠
司
議
員
）
過

年
度
分
療
養
給
付
費
等
負

担
金
返
還
金
の
内
容
と
、

利
子
も
返
還
す
る
の
か
。

　
　

28
年
度
分
の
精
算
で
、

国
保
連
合
会
へ
の
返
還
に

利
子
は
含
ま
れ
な
い
。

　

（
及
川
幸
子
議
員
）
シ

ス
テ
ム
改
修
委
託
料
の
27

万
円
と
は
。

　
　

療
養
給
付
費
の
請
求

が
、
市
町
村
申
請
か
ら
都

道
府
県
単
位
化
に
な
り
、

国
に
直
接
請
求
と
な
っ
た

事
で
の
シ
ス
テ
ム
改
修
費

用
。

も
増
え
て
い
る
の
は
な
ぜ

か
。

　
　

町
内
３
ヵ
所
の
水
道

施
設
災
害
復
旧
工
事
の
た

め
。

　
　

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
は

内
定
と
な
っ
た
の
か
。

　
　

現
在
申
請
中
で
、
結

果
待
ち
と
い
う
状
況
。

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
公

共
施
設
維
持
管
理
基
金
に

今
回
１
億
５
０
０
０
万
円

を
積
み
立
て
た
が
、
目
標

額
を
設
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　

平
成
29
年
度
末
現
在

で
４
億
７
０
０
０
万
円
、

今
回
の
プ
ラ
ス
で
６
億
２

６
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

10
年
20
年
先
に
大
規
模
改

修
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、

20
億
か
ら
30
億
の
保
有
高

が
必
要
と
な
る
。

　
　

ト
イ
レ
の
外
国
語
表

記
は
検
討
し
て
い
る
の
か
。

　
　

※

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
表

◇
水
道
事
業

　

（
髙
橋
兼
次
議
員
）
復

旧
状
況
は
何
％
か
。

　
　

事
業
費
が
１
２
０
億

を
予
定
し
て
い
て
40
億
を

支
出
し
、
29
年
度
で
３
割

ぐ
ら
い
の
整
備
。

　

（
千
葉
伸
孝
議
員
）
仮

設
露
出
管
の
今
後
と
現
状

の
問
題
点
は
。

　
　

一
時
的
な
仮
設
管
で

最
終
的
に
は
埋
設
す
る
。

津
波
で
被
災
し
た
以
外
に

も
、
水
道
管
の
老
朽
化
に

伴
い
、
何
箇
所
か
漏
水
が

発
生
し
、
修
理
の
た
め
断

水
し
て
い
る
所
も
あ
る
。

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
戸

倉
水
源
の
浄
水
場
か
ら
の

配
水
計
画
は
。

　
　

戸
倉
に
９
０
０
ト
ン
、

志
津
川
に
３
０
０
０
ト
ン
、

歌
津
に
１
４
０
０
ト
ン
で

合
計
５
３
０
０
ト
ン
の
配

水
計
画
。

示
な
ど
の
す
ぐ
見
て
わ
か

る
も
の
が
有
効
で
、
観
光

案
内
看
板
は
外
国
語
表
記

も
前
提
で
考
え
て
い
る
。

　
　

入
谷
公
民
館
の
移
転

場
所
は
。

　
　

旧
入
谷
中
学
校
体
育

館
前
の
参
道
の
向
か
い
が

メ
イ
ン
の
場
所
と
な
る
。

　

（
髙
橋
兼
次
議
員
）
高

齢
者
の
援
護
者
支
援
管
理

シ
ス
テ
ム
と
は
。

　
　

災
害
公
営
住
宅
の
高

齢
者
な
ど
の
一
人
暮
ら
し

生
活
者
へ
の
緊
急
時
シ
ス

テ
ム
。
室
内
の
３
ヵ
所
に

あ
る
ボ
タ
ン
を
押
す
事
で

非
常
ブ
ザ
ー
や
、
24
時
間

の
セ
ン
サ
ー
で
の
入
居
者

の
管
理
体
制
が
あ
る
。

　

（
須
藤
清
孝
議
員
）
仮

水
道
管
の
整
備
に
あ
た
り
、

消
火
栓
の
消
防
署
・
消
防

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
本
庁

舎
・
支
所
の
建
設
費
用
は
。

　
　

本
庁
舎
は
２
０
億
５
０

０
０
万
円
で
歌
津
支
所
は
１

億
９
８
０
０
万
円
。

　

（
後
藤
伸
太
郎
議
員
）
舗

装
す
る
駐
車
場
の
用
途
に
ヘ

リ
は
。

　
　

通
常
時
に
は
職
員
の
駐

車
場
で
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

緊
急
離
着
陸
場
と
す
る
。

　

（
及
川
幸
子
議
員
）
職
員

駐
車
場
の
移
動
に
よ
る
ベ
イ

サ
イ
ド
駐
車
場
の
利
活
用
は
。

　
　

現
在
の
ま
ま
で
各
種
イ

ベ
ン
ト
な
ど
多
目
的
に
利
用

を
図
る
。

　

（
千
葉
伸
孝
議
員
）
工
事

は
交
通
渋
滞
の
迂
回
路
と
な

る
の
か
。

　
　

迂
回
路
で
は
な
く
、
ガ

ー
ド
の
撤
去
に
よ
る
高
校
へ

●
役
場
庁
舎
建
設
基
金

条
例
の
廃
止

の
通
学
路
の
確
保
。

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
Ｊ
Ｒ

志
津
川
駅
を
震
災
の
傷
跡
と

し
て
残
し
て
は
。

　
　

Ｊ
Ｒ
の
も
の
で
あ
り
、

財
源
も
必
要
で
軽
々
し
く
言

え
な
い
。

　

（
髙
橋
兼
次
議
員
）
Ｊ
Ｒ

ガ
ー
ド
の
解
体
費
は
。

　
　

２
２
９
０
万
円
。

　

（
後
藤
伸
太
郎
議
員
）
祈

念
公
園
か
ら
の
高
校
へ
の
、

真
っ
直
ぐ
な
避
難
道
路
の
整

備
は
。

　
　

町
道
、
町
有
地
を
確
保

し
、
直
線
的
に
整
備
す
る
。

　

（
倉
橋
誠
司
議
員
）
汐
見

廻
館
線
を
県
道
志
津
川
登
米

線
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
か
。

　
　

既
に
土
地
用
途
が
決
ま

っ
て
い
る
。

問

●
南
三
陸
病
院
職
員
駐

車
場
２
０
０
台
整
備
へ

●
志
津
川
駅
前
道
路

復
旧
工
事
始
ま
る

Ｊ
Ｒ
ガ
ー
ド
解
体
へ

討
論

千
葉
伸
孝
議
員

渋
滞
対
策
や
避
難
道
の

整
備
計
画
と
は
な
っ
て

い
な
い
。

後
藤
伸
太
郎
議
員

祈
念
公
園
北
側
道
路
の

一
刻
も
早
い
整
備
を
。

賛
成
９
人
　

反
対
５
人
で

反 

対

賛 

成

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
西
戸

橋
は
い
つ
ご
ろ
に
な
る
の
か
。

　
　

橋
台
に
１
年
、
上
部
工

に
１
年
と
32
年
度
後
半
に
な

る
。

河
川
護
岸
工
事
の
１
〜
２

年
の
工
期
延
長
に
よ
り
約

42
億
９
千
万
円
の
増
額
。

　

（
倉
橋
誠
司
議
員
）
港
橋

周
辺
宅
地
町
有
地
の
工
期
２

●
西
戸
地
区
内
の
広
畑

橋
工
事
、
６
３
１
万
円

増
額
で
締
結

年
遅
れ
の
理
由
は
。

　
　

旧
松
原
公
園
の
発
生
土

運
搬
に
港
橋
の
利
用
が
１
年

間
か
か
る
た
め
。

　

（
千
葉
伸
孝
議
員
）
中
橋

の
左
岸
側
の
橋
脚
工
事
が
早

期
に
完
成
し
た
の
に
、
こ
こ

ま
で
延
期
と
な
っ
た
の
か
。

　
　

旧
八
幡
橋
の
迂
回
路
利

用
と
撤
去
、
右
岸
側
の
河
川

堤
防
工
事
に
日
数
が
か
か
っ

た
。

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
さ
ん

さ
ん
商
店
街
と
道
の
駅
予
定

地
の
土
地
は
個
人
の
も
の
か
。

　
　

換
地
に
よ
り
町
有
地
と

し
た
。

●
八
幡
川
の
志
中
大
橋
・

中
橋
復
旧
や
港
橋
解
体

反 

対

　

（
倉
橋
誠
司
議
員
）
ど
こ

へ
の
貸
し
付
け
で
、
期
間
は

い
つ
ま
で
か
。

　
　

国
道
の
整
備
な
の
で
国

へ
、
平
成
33
年
３
月
31
日
ま

で
。

●
国
道
45
号
歌
津
大
橋

迂
回
路
工
事
に
あ
た
り

普
通
財
産
の
無
償
貸
付

討
論

千
葉
伸
孝
議
員

志
津
川
市
街
地
の
整
備

は
、
町
民
の
親
水
性
や

回

遊

性

に

欠

け

、

町

民
・
観
光
客
の
避
難
道

路
の
確
保
が
さ
れ
て
い

な
い
。

後
藤
伸
太
郎
議
員

走
り
な
が
ら
７
年
の
事

反 

対

賛 

成

答問問答

問

答

　

（
髙
橋
兼
次
議
員
）
物
件

の
価
値
は
、
２
人
以
上
で
利

用
し
て
い
た
施
設
は
ど
う
な

●
中
小
基
盤
機
構
に
よ
る

被
災
事
業
所
へ
の
仮
設
施

設
19
ヵ
所
を
無
償
譲
渡
へ

◆
教
育
委
員
会

　
　
委
員
の
任
命

　

山
内
義
申
氏
再
任

◆
人
権
擁
護
委
員

　
　
の
推
薦

　
錦
部
照
夫
氏
再
任

可決

※

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム…

…

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
の
例 

トイレマーク
WC

団
へ
の
設
置
の
管
理
、
連

絡
体
制
は
。

　
　

消
火
栓
は
計
画
通
り

の
設
置
で
あ
り
、
協
議
の

中
で
情
報
を
共
有
し
整
備

し
て
い
る
。

可決

業
を
進
め
た
結
果
の
増

額
で
あ
り
、
町
民
に
対

し
て
の
利
益
、
効
果
が

あ
る
と
判
断
す
る
。

今
野
雄
紀
議
員

隈
研
吾
氏
に
祈
念
公
園

を
含
め
た
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
を
計
画
す
れ
ば
、

多
額
の
追
加
金
は
出
な

か
っ
た
。

賛
成
10
人
　

反
対
４
人
で

る
の
か
。

　
　

適
正
に
評
価
し
、
課
税

す
る
。
一
棟
を
全
て
１
人
の

方
に
譲
渡
す
る
。

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
中
小

基
盤
機
構
事
業
で
、
二
重
に

利
用
し
た
事
業
所
は
あ
る
の

か
。

　
　

商
店
街
の
運
営
と
作
業

所
が
別
と
し
て
、
使
用
し
た

事
業
所
も
あ
る
。

　

（
倉
橋
誠
司
議
員
）
町
有

地
に
立
地
施
設
の
、
今
後
の

土
地
の
在
り
方
は
。

　
　

買
い
取
り
や
賃
貸
な
ど

の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。

 ＪＲガード

入谷公民館設計業務・インバウンド対策・
水道事業などに
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＆
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＆
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答
　
　

山
・
里
・
海
を
つ
な
い

で
い
く
た
め
に
、
里
の
生
活

や
環
境
維
持
の
考
え
は
。

　
　

地
域
住
民
と
里
山
交
流

促
進
協
議
会
と
の
連
携
を
図

り
、
地
域
資
源
を
活
用
し
な

が
ら
持
続
可
能
な
循
環
型
社

会
の
構
築
を
進
め
て
い
く
。

　
　

農
地
の
中
間
管
理
機
構

な
ど
の
推
進
を
考
え
て
は
。

　
　

農
業
委
員
や
農
地
適
正

化
推
進
委
員
の
方
々
に
町
も

加
わ
り
、
相
談
を
受
け
付
け
、

実
施
し
て
い
る
状
況
。

　
　

将
来
を
見
据
え
た
、
里

の
産
業
振
興
の
考
え
は
。

里
で
の
生
活
や
環
境
維
持
の
考
え
は

生活ゾーン

町
長
　
豊
か
な
生
活
が
継
承
で
き
る
よ
う
努
め
る

　
　

有
機
認
証
や
生
産
工
程

認
証
の
取
得
に
取
り
組
み
、

経
営
者
へ
の
支
援
策
を
探
っ

て
い
く
と
と
も
に
、
新
た
に

就
農
を
予
定
し
て
い
る
若
者

へ
の
支
援
と
遊
休
農
地
の
活

用
推
進
に
努
め
、
豊
か
な
生

活
が
将
来
へ
と
継
承
で
き
る

よ
う
進
め
て
い
く
。

　
　

農
業
振
興
計
画
の
中
で

は
、
平
成
31
年
度
ま
で
に

佐藤 正明 議員

る
事
か
ら
、
粘
り
強
く
交
渉

を
続
け
て
い
く
。

　
　

計
画
工
程
に
対
し
て
の

進
捗
状
況
は
。

　
　

各
漁
港
と
も
事
前
測
量

が
終
わ
り
、
被
覆
ブ
ロ
ッ
ク

製
作
や
地
盤
改
良
準
備
で
１

〜
５
％
で
あ
る
が
、
今
年
度

末
に
は
25
％
を
目
標
に
進
め

る
よ
う
協
議
を
し
て
い
る
。

　
　

最
終
工
期
に
間
に
合
う

の
か
。
施
工
内
容
で
は
工
程

の
管
理
が
必
要
で
は
。

　
　

受
注
者
の
方
々
と
は
十

分
に
検
討
し
、
適
切
な
工
程

を
見
出
し
て
い
き
た
い
。

　
　

施
工
上
で
の
問
題
が
発

生
し
て
い
る
。
対
応
策
は
。

　
　

防
潮
堤
工
事
の
用
地
買

収
は
全
て
完
了
か
。

　
　

15
漁
港
の
工
事
に
必
要

な
用
地
は
、
１
０
５,

８
０

０
㎡
の
内
買
収
済
み
は
74
％
、

未
買
収
は
26
％
で
あ
り
、
未

買
収
用
地
の
内
21
％
は
地
権

者
か
ら
の
施
工
同
意
を
受
け

て
い
る
。
買
収
済
み
と
施
工

同
意
を
合
わ
せ
る
と
95
％
に

な
る
。
工
事
に
つ
い
て
は
着

手
可
能
な
所
か
ら
進
め
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

　
　

用
地
買
収
の
遅
れ
て
い

る
漁
港
は
、
何
漁
港
か
。

　
　

ば
な
な
、
韮
の
浜
、
滝

浜
の
３
漁
港
で
あ
り
、
最
終

結
論
が
出
て
い
な
い
方
も
い

防
潮
堤
工
事
の
進
捗
状
況
は

町
長
　
最
終
工
期
の
完
成
に
手
を
尽
く
す

防潮堤整備

やっと始まった防潮堤工事

里の稲刈り

生
産
工
程
管
理
認
証
の
取
得

と
あ
る
が
、
現
状
は
。

　
　

大
規
模
に
農
業
を
や
っ

て
い
く
に
は
非
常
に
有
効
な

制
度
で
あ
る
。
森
・
里
・
海

の
三
段
階
で
認
証
を
受
け
た

場
合
に
は
、
町
と
し
て
は
ブ

ラ
ン
ド
強
化
も
考
え
ら
れ
、

農
業
経
営
の
支
援
を
進
め
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

　
　

近
年
の
異
常
気
象
に
よ

問

る
、
里
の
防
災
計
画
や
避
難

施
設
の
考
え
は
。

　
　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
は
、

現
在
90
区
域
で
あ
る
。
内
83

区
域
が
土
砂
災
害
特
別
警
戒

区
域
に
指
定
さ
れ
た
。
警
戒

問

問問 答答

管理が待たれる国有林

答

問答 問答

答 問 答問

答 問
　
　

国
有
林
の
整
備
を
一
つ

の
切
り
口
に
し
て
、
五
十
年

後
、
百
年
後
の
南
三
陸
町
の

自
然
環
境
の
整
備
を
目
指
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

環
境
省
、
林
野
庁
、
宮

城
県
、
日
本
自
然
保
護
協
会

が
参
加
し
て
い
る
﹁
南
三
陸

地
域
イ
ヌ
ワ
シ
生
息
環
境
再

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
に
よ
る
、

イ
ヌ
ワ
シ
の
生
息
環
境
の
再

生
と
、
林
業
振
興
の
両
立
を

目
指
す
計
画
を
進
め
て
い
る
。

　
　

手
入
れ
の
さ
れ
て
い
な

い
国
有
林
は
荒
れ
放
題
と
な

っ
て
い
る
。
土
砂
崩
れ
や
流

さ
れ
た
林
道
の
整
備
を
早
急

ここが聞きたい
　9月定例議会では、8人の議員が18項目について一般質問を行い、
各分野のさらなる復興について議論が展開されました。
　（本文は、質問者の原文のまま載せております。）

一般
質問

国
有
林
の
林
道
整
備
と
森
林
整
備
を

　
　
　
　
国
へ
働
き
か
け
る
べ
き
で
は
な
い
か

 産業振興

町
長
　
国
の
森
林
経
営
計
画
の
な
か
で
早
急
な
対
応
が

　
　
　
　
　
　
　
厳
し
い
、
難
し
い
と
い
う
状
況
下
に
あ
る

に
働
き
か
け
る
べ
き
だ
。

　
　

当
町
に
13.

７
％
の
面

積
を
持
つ
国
有
林
や
林
道
の

整
備
は
、
町
と
し
て
も
毎
年

の
よ
う
に
要
望
し
て
い
る
が
、

早
急
な
対
応
が
難
し
い
現
状

に
あ
る
。

　
　

こ
れ
ま
で
の
町
の
取
り

組
み
は
理
解
す
る
が
、
目
先

を
変
え
て
、
考
え
方
を
変
え

て
国
に
要
望
し
て
は
。

　
　

来
年
度
以
降
、
山
の
管

理
に
関
す
る
法
律
が
変
わ
る
。

問
題
を
抱
え
る
森
林
を
町
が

委
託
を
受
け
、
町
は
意
欲
と

能
力
の
あ
る
森
林
経
営
者
に

再
委
託
を
し
て
、
森
林
管
理

を
適
正
に
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　

戸
倉
水
戸
辺
川
は
、
広

大
な
国
有
林
な
ど
豊
か
な
森

林
と
町
民
の
命
を
守
る
豊
か

村岡 賢一 議員

な
水
源
、
海
に
は
国
際
認
証

を
取
得
し
た
カ
キ
の
養
殖
場

が
連
動
す
る
。
全
国
か
ら
自

然
環
境
を
学
ぶ
人
達
を
呼
び

寄
せ
る
の
に
最
適
の
フ
ィ
ー

ル
ド
に
な
る
と
思
う
が
。

　
　

戸
倉
地
区
に
は
海
の
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
や
志
津
川

自
然
の
家
、
さ
ら
に
は
み
ち

の
く
ト
レ
イ
ル
コ
ー
ス
に
組

み
込
ま
れ
る
な
ど
、
豊
富
な

資
源
が
存
在
す
る
。
今
後
、

戸
倉
公
民
館
内
に
整
備
す
る

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
や
関

係
団
体
と
地
域
資
源
の
活
用

を
探
っ
て
い
く
。

　
　

自
然
環
境
体
験
フ
ィ
ー

ル
ド
を
作
る
と
い
う
考
え
の

中
で
、
国
有
林
の
国
際
認
証

に
繋
が
る
整
備
を
国
に
働
き

か
け
る
今
が
最
大
の
チ
ャ
ン

ス
だ
と
思
う
が
。

　
　

復
興
事
業
中
心
に
取
り

組
ん
で
き
た
が
、
後
回
し
に

な
っ
て
き
た
部
分
は
あ
る
。

今
後
し
っ
か
り
と
対
応
す
る
。

　
　

南
三
陸
町
は
分
水
嶺
に

囲
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
環
境

が
あ
る
。
学
び
の
里
の
拠
点

を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

の
効
果
は
増
大
す
る
と
思
う

が
。

　
　

交
流
人
口
の
拡
大
を
図

る
上
で
、
そ
の
よ
う
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

作
成
し
て
多
く
の
方
に
宿
泊

し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
取
り

組
む
考
え
で
あ
る
。

　
　

国
の
森
林
整
備
、
林
道

整
備
は
難
し
い
と
言
っ
て
い

る
が
、
今
そ
こ
に
風
穴
を
開

け
ら
れ
る
の
は
町
長
し
か
い

な
い
と
思
う
が
。

　
　

役
場
の
横
の
連
携
を
密

に
し
て
、
気
概
を
も
っ
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
　

森
林
の
荒
廃
は
災
害
を

大
き
く
す
る
。
国
に
働
き
か

け
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

体
験
フ
ィ
ー
ル
ド
に
結
び
つ

く
一
石
二
鳥
の
効
果
が
あ
る

の
で
は
。

　
　

今
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

機
運
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る

中
、
そ
れ
ら
も
全
面
的
な
協

力
の
も
と
、
様
々
な
課
題
を

乗
り
越
え
、
次
の
世
代
に
し

っ
か
り
と
つ
な
い
で
い
き
た

い
。

門前沢より水戸辺川を望む
区
域
の
行
政
区
と
は
協
議
を

行
い
、
区
域
ご
と
に
情
報
の

収
集
や
伝
達
方
法
、
避
難
施

設
、
避
難
経
路
な
ど
の
警
戒

体
制
を
定
め
る
た
め
に
、
現

在
作
業
中
で
あ
る
。

　
　

地
盤
隆
起
が
確
認
さ
れ
、

地
元
か
ら
の
意
見
や
要
望
が

あ
り
、
変
更
す
る
に
は
国
の

同
意
が
必
要
と
な
る
事
か
ら
、

協
議
の
手
続
き
等
は
迅
速
に

進
め
、
工
事
に
影
響
し
な
い

よ
う
進
め
て
い
く
。

　
　

契
約
の
中
で
は
、
工
事

に
必
要
な
用
地
は
発
注
者
で

確
保
と
あ
る
が
、
考
え
は
。

　
　

町
有
地
以
外
の
民
地
部

分
に
お
い
て
は
、
意
を
用
い

な
が
ら
、
町
が
確
保
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
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災
害
公
営
住
宅
の
独
居

生
活
者
の
現
状
は
。

　
　

７
月
末
現
在
で
町
内
の

８
団
地
に
６
９
７
世
帯
が
入

居
し
て
い
る
。
65
歳
以
上
の

単
独
世
帯
は
１
７
６
世
帯
で
、

25.

８
％
。

　
　

見
守
り
対
策
は
。

　
　

60
戸
以
上
の
団
地
に
は

２
名
の
生
活
支
援
員
を
配
備

し
、
そ
れ
以
外
の
団
地
は
社

協
の
﹁
結
の
里
﹂
に
常
駐
し
、

巡
回
し
て
見
守
っ
て
い
る
。

　
　

独
居
生
活
者
の
緊
急
時

の
体
制
は
。

　
　

室
内
に
セ
ン
サ
ー
が
あ

り
、
24
時
間
一
度
も
反
応
が

な
い
と
、
警
備
会
社
に
つ
な

が
り
町
に
連
絡
が
入
る
。
そ

の
他
に
緊
急
ボ
タ
ン
が
、
お

風
呂
・
台
所
・
ト
イ
レ
に
あ

り
、
ボ
タ
ン
を
押
す
と
大
き

な
ブ
ザ
ー
が
鳴
り
、
周
囲
に

伝
え
る
二
つ
の
見
守
り
シ
ス

テ
ム
が
あ
る
。

　
　

社
会
福
祉
協
議
会
と
の

連
携
は
。

高
齢
者
の
老
人
ホ
ー
ム
入
居
の
対
策
は
万
全
か

町
長
　

認
知
症
・
病
気
な
ど
の
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
る

高齢者環境

歌津老人福祉センター

空室の利活用も重要

﹁
歌
津
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
﹂
の
老
朽
化
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
継
続
の
取
り
組
み
は

高齢化対策

町
長
　
社
協
か
ら
町
へ
の
修
復
整
備
の
要
望
は
な
い
が
、
あ
れ
ば
対
応
す
る

千葉 伸孝 議員

　
　

高
齢
化
対
策
を
図
る
上

で
社
協
は
中
核
を
担
っ
て
い

る
。
地
域
福
祉
の
増
進
の
た

め
一
層
の
連
携
と
支
援
を
し

て
い
く
。

　
　

歌
津
地
区
の
﹁
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
﹂
の
所
有
は
。

　
　

平
成
28
年
４
月
１
日
に

建
物
全
部
を
社
協
に
譲
渡
し
、

社
協
の
運
営
方
針
に
よ
る
も

の
。

休
日
は
多
く
の
お
客
さ
ん
で

　
賑
わ
う
が…

　
　

生
活
困
窮
者
へ
の
町
の

対
策
は
。

　
　

医
療
・
介
護
に
お
け
る

低
所
得
者
対
策
と
し
て
、
自

己
負
担
金
の
上
限
や
、
所
得

の
段
階
に
応
じ
た
保
険
料
の

設
定
が
制
度
化
さ
れ
て
い
る
。

年
金
の
手
持
ち
金
が
減
少
し

て
の
生
活
困
窮
者
に
は
、
セ

ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
生
活

保
護
が
あ
る
。

　
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
役
割
、
実
績
は
。

　
　

29
年
度
は
、
介
護
申
請

や
認
知
症
相
談
の
対
応
が
３

８
９
件
。
介
護
予
防
普
及
啓

発
事
業
と
し
て
、
の
べ
４
６

１
件
ほ
ど
の
事
業
を
実
施
し

て
い
る
。

　
　

老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
状

況
は
。

　
　

７
月
１
日
現
在
で
合
計

定
員
３
３
７
人
に
対
し
、
３

１
６
人
の
入
所
で
待
機
が
１

６
４
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

老
人
ホ
ー
ム
の
介
護
職

員
は
充
足
し
て
い
る
の
か
。

　
　

各
法
人
に
と
っ
て
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。

　
　

支
援
は
。

　
　

在
宅
介
護
職
員
確
保
対

策
事
業
補
助
金
を
交
付
し
、

就
労
支
援
及
び
起
業
支
援
を

お
こ
な
っ
て
い
る
。
入
所
職

員
の
確
保
に
つ
い
て
は
職
員

講
習
会
を
開
催
し
て
い
る
。

Q
＆

Ａ

一
般
質
問

答問 問問

問問

答 問

答

町
有
地
の
有
効
活
用
を

町
長
　
サ
ン
オ
ー
レ
の
駐
車
場
、
有
料
化
も
検
討

土地活用

　
　

総
務
常
任
委
員
会
で
高

知
県
四
万
十
町
、
土
佐
町
を

視
察
し
た
が
、
先
進
的
な
取

り
組
み
が
多
く
あ
っ
た
。
空

き
家
を
長
期
間
町
が
借
り
受

け
、
国
・
県
の
補
助
金
で
改

修
し
、
移
住
希
望
者
に
貸
し

出
す
中
間
管
理
住
宅
制
度
を

当
町
で
も
導
入
し
て
は
。

　
　

高
知
県
と
違
い
、
宮
城

県
か
ら
の
補
助
は
な
い
。
町

の
財
政
負
担
が
大
き
く
な
る

た
め
、
導
入
は
難
し
い
。
空

き
家
バ
ン
ク
、
災
害
公
営
住

宅
の
一
般
開
放
な
ど
、
ま
ず

は
今
お
こ
な
っ
て
い
る
事
業

へ
の
誘
導
を
図
る
。

　
　

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
へ

の
登
録
は
と
て
も
少
な
い
。

中
間
管
理
住
宅
導
入
で
、
不

動
産
市
況
が
活
性
化
し
、
登

録
も
増
え
る
と
思
う
が
。

　
　

そ
の
側
面
は
否
定
し
な

い
が
、
ま
ず
は
今
の
取
り
組

み
を
継
続
す
る
。

　
　

移
住
促
進
に
は
あ
ら
ゆ

る
手
を
尽
く
す
必
要
が
あ
る
。

導
入
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

　
　

自
治
体
ご
と
に
事
情
が

違
う
こ
と
は
わ
か
っ
て
ほ
し

い
が
、
検
討
は
し
た
い
。

　
　

お
た
め
し
移
住
事
業
は

お
こ
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

民
間
の
２
社
が
お
こ
な

っ
て
お
り
、
移
住
の
実
績
も

30
名
以
上
あ
る
。

　
　

お
た
め
し
移
住
に
、
戸

建
タ
イ
プ
の
災
害
公
営
住
宅

は
使
え
な
い
か
。

　
　

イ
ベ
ン
ト
時
な
ど
に
、

志
津
川
中
心
部
で
大
渋
滞
が

起
き
る
。
原
因
と
対
策
は
。

　
　

さ
ん
さ
ん
商
店
街
付
近

の
駐
車
場
不
足
が
原
因
。
志

津
川
保
育
所
跡
地
を
駐
車
場

に
す
る
な
ど
し
て
対
応
す
る
。

　
　

サ
ン
オ
ー
レ
そ
で
は
ま

の
駐
車
場
の
有
料
化
は
。

　
　

仮
に
５
０
０
円
ず
つ
徴

収
す
れ
ば
約
８
０
０
万
円
の

収
入
が
見
込
め
る
試
算
だ
。

引
き
続
き
検
討
す
る
。

　
　

復
興
事
業
に
関
連
し
て
、

境
界
杭
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル

は
な
い
か
。

　
　

現
地
立
ち
合
い
に
関
す

る
連
絡
の
行
き
違
い
な
ど
の

後藤 伸太郎 議員

移
住
促
進
に
新
た
な
手
法
を

町
長
　
中
間
管
理
住
宅
制
度
導
入
は
難
し
い

人口減対策

問

差
別
化
を
図
る
た
め
に
は
、

そ
う
い
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー
性

は
重
要
だ
と
思
う
。

　
　

移
住
促
進
に
は
、
自
治

体
の
枠
を
超
え
た
取
り
組
み

も
必
要
で
は
。

　
　

県
事
業
を
活
用
し
て
、

近
隣
２
市
１
町
と
首
都
圏
で

の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
す
る
。

　
　

都
市
部
の
移
住
希
望
者

へ
南
三
陸
町
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
取
り
組
み
は
。

　
　

﹁
南
三
陸
応
縁
団
﹂
の

取
り
組
み
な
ど
、
マ
ン
ネ
リ

化
し
な
い
よ
う
工
夫
し
な
が

ら
継
続
し
て
い
る
。
交
流
人

口
の
多
い
仙
台
で
は
、
出
張

福
興
市
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を

ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
。
町
、

Ｕ
Ｒ
等
一
体
と
な
っ
て
、
誠

意
あ
る
対
処
を
す
る
。

　
　

老
朽
化
対
策
は
。

　
　

社
協
か
ら
正
式
な
話
は

き
て
い
な
い
。

　
　

歌
津
地
区
に
﹁
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
が
無
く
な
る
﹂
と
の

声
が
あ
る
が
。

　
　

今
後
の
利
用
者
の
サ
ー

ビ
ス
内
容
が
変
更
と
な
る
。

　
　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
機
能
は

ど
う
な
る
の
か
。

　
　

こ
れ
ま
で
の
入
浴
サ
ー

ビ
ス
や
食
事
提
供
が
な
く
な

り
、
機
能
訓
練
に
特
化
し
た

形
で
事
業
を
し
て
い
く
。

　
　

今
後
の
高
齢
者
福
祉
対

策
は
。

問 答答

答問答
　
　

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
と
し
て

使
う
に
は
制
度
上
の
壁
が
高

く
、
現
状
で
は
難
し
い
。

　
　

遊
休
農
地
解
消
の
た
め

に
も
、
循
環
型
の
農
業
を
体

験
で
き
る
よ
う
な
貸
し
農
園

を
整
備
し
て
は
。

　
　

都
市
部
か
ら
の
利
用
を

促
進
す
る
た
め
に
は
住
ま
い

の
整
備
も
重
要
で
、
そ
の
状

況
を
見
守
る
必
要
が
あ
る
。

お
こ
な
っ
て
い
る
。

　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が

８
名
活
動
し
て
い
る
が
、
将

来
、
町
に
定
着
し
て
も
ら
う

た
め
の
取
り
組
み
は
。

　
　

起
業
を
目
標
に
、
町
広

報
や
産
業
フ
ェ
ア
で
も
活
動

の
Ｐ
Ｒ
を
お
こ
な
う
。
地
元

の
事
業
者
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
共
に
活
動
す
る
こ
と
で
、

定
着
を
図
っ
て
い
る
。

　
　

﹁
医
療
﹂
﹁
介
護
﹂

﹁
予
防
﹂
﹁
住
ま
い
﹂
﹁
生

活
支
援
﹂
の
一
体
的
な
提
供

体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　
　

高
齢
者
が
働
く
環
境
整

備
は
。

　
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
再
開
を
考
え
て
い
る
。

答

入
谷
地
区
の
慈
恵
園
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答
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公
民
館
等
の
今
後
の
方
針
に
つ
い
て

町
長
　
地
元
の
意
見
を
踏
ま
え
た
上
で

　
　
　

検
討
し
た
い

施設整備

　
　

道
路
災
害
復
旧
工
事
の

進
捗
状
況
は
。

　
　

町
発
注
は
70
％
完
成
。

国
道
伊
里
前
地
区
１.

７
㎞

が
進
捗
中
、
国
道
志
津
川
復

興
道
路
が
４
０
０
ｍ
今
年
度

完
成
す
る
。

　
　

県
道
登
米
線
に
繋
が
る

町
道
廻
館
線
を
志
高
通
学
路

に
つ
な
げ
ば
、
最
短
距
離
で

利
便
性
が
図
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
。

　
　

河
川
の
バ
ッ
ク
提
に
よ

り
法
線
を
変
え
た
が
、
町
道

が
残
っ
て
い
る
の
で
、
事
足

り
る
と
考
え
た
。

　
　

高
野
会
館
へ
の
取
り
付

け
道
路
復
旧
は
い
つ
ご
ろ
か
。

　
　

会
館
南
側
の
仮
置
土
砂

撤
去
後
と
な
る
。

　
　

新
井
田
川
︵
８
０
０

ｍ
︶
に
当
初
３
橋
と
の
説
明

だ
っ
た
が
、
な
ぜ
５
橋
が
必

要
な
の
か
。

　
　

町
の
区
画
整
理
事
業
で

４
橋
、
県
事
業
で
か
け
た
曙

橋
と
全
て
無
駄
で
は
な
い
。

　
　

あ
れ
ば
便
利
だ
が
、
橋

３
１
０
名
か
ら
33
年
１
８
５
名
に
減
少

町
長
　

不
祥
事
に
よ
り
危
機
管
理
課
が
総
務
課
に
編
入

職員定数

復旧が待ち望まれる魚竜館

町
の
復
旧
事
業
の
進
捗
状
況
は

新たな環境

町
長
　
魚
竜
館
は
今
後
の
課
題
と
な
る

及川 幸子 議員

１
つ
に
何
十
億
か
か
る
。
短

い
距
離
で
も
あ
り
、
５
橋
は

不
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
川

に
草
が
茂
っ
て
い
る
。
蛍
を

放
し
て
町
民
の
オ
ア
シ
ス
と

し
て
は
ど
う
か
。

　
　

蛍
は
自
然
豊
か
な
と
こ

ろ
で
生
育
す
る
。
え
さ
は
、

カ
ワ
ニ
ナ
で
あ
る
が
、
こ
の

場
で
は
何
と
も
言
え
な
い
。

　
　

歌
津
魚
竜
館
︵
水
産
振

興
セ
ン
タ
ー
︶
を
災
害
復
旧

備
品
倉
庫
と
し
て
利
用
さ
れ
る

大
会
議
室

　
　

現
在
の
職
員
体
制
で
十

分
な
仕
事
が
出
来
る
の
か
。

　
　

全
国
か
ら
の
派
遣
職
員

を
含
め
る
と
３
１
０
名
と
な

り
充
足
し
て
い
る
が
、
33
年

度
に
は
１
８
５
名
に
減
少
す

る
。

　
　

３
月
突
然
採
用
試
験
な

し
で
５
名
を
採
用
し
た
が
、

広
報
に
募
集
要
項
を
掲
載
す

べ
き
で
あ
っ
た
。

　
　

２
月
か
ら
３
月
に
募
集

し
た
の
で
、
広
報
に
載
せ
る

い
と
ま
が
な
か
っ
た
。

　
　

公
平
を
欠
き
、
町
民
の

不
信
感
が
あ
る
。
ま
た
、
職

員
の
不
祥
事
が
あ
り
、
課
長

補
佐
な
し
の
影
響
と
原
因
解

明
は
。

　
　

補
佐
な
し
課
は
７
課
あ

る
が
、
応
援
職
員
が
多
い
の

で
、
係
長
で
代
替
え
し
て
い

た
。

　
　

不
祥
事
に
つ
い
て
は
、

動
機
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
で

は
、
町
長
と
副
町
長
は
減
俸

し
て
済
む
問
題
で
は
な
い
。

課
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

情報の取り扱いしっかりと

Q
＆

Ａ

一
般
質
問

答

答
　
　

本
年
６
月
時
点
で
も
制

度
の
義
務
化
に
は
な
っ
て
い

な
い
。
今
後
本
格
的
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
運
用
が

開
始
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
な
り

の
危
機
感
を
持
っ
て
業
務
対

応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

職
員
に
対
し
て
の
指
導
方
法

を
町
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　

特
定
個
人
情
報
の
適
正

な
取
り
扱
い
を
行
う
た
め
の

体
制
づ
く
り
に
組
織
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　

こ
の
制
度
に
関
し
て
、

い
ま
だ
に
不
確
定
な
要
素
が

多
い
と
聞
く
が
、
現
在
当
町

で
登
録
さ
れ
て
い
る
町
民
は

ど
の
く
ら
い
い
る
の
か
。

　
　

全
国
平
均
で
11.

５
％
、

宮
城
県
は
10.

８
％
、
当
町

で
は
９.

３
％
で
、
な
か
な

か
浸
透
し
て
い
な
い
の
が
現

実
。

　
　

今
後
ど
の
よ
う
な
形
で

町
民
に
周
知
し
、
事
務
連
携

を
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　

住
民
に
と
っ
て
直
接
メ

　
　

公
民
館
等
の
あ
る
べ
き

姿
と
今
後
の
方
針
は
。

　
　

入
谷
公
民
館
は
、
昭
和

55
年
３
月
に
建
設
さ
れ
38
年

が
経
過
し
た
。
昨
年
度
実
施

し
た
含
有
調
査
で
は
、
ア
ス

ベ
ス
ト
の
使
用
が
判
明
し
た
。

そ
の
時
点
で
、
２
階
大
会
議

室
の
使
用
を
禁
止
し
た
。

　
　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
の

町
の
今
後
の
考
え
は
。
あ
る

と
す
れ
ば
、
移
転
、
改
築
は

い
つ
ご
ろ
な
の
か
。

　
　

地
元
の
地
域
づ
く
り
団

体
に
意
見
集
約
を
お
願
い
し

た
。
そ
の
結
果
、
建
設
予
定

佐藤 雄一 議員

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
る
情
報
運
用
の
守
秘
義
務
は

町
長
　
個
人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い
に
意
を
用
い
て
い
く

法令遵守

リ
ッ
ト
が
あ
る
施
策
を
講
じ

る
と
同
時
に
、
不
安
部
分
を

払
拭
し
て
交
付
の
伸
び
に
期

待
し
、
周
知
の
方
法
を
今
後

検
討
し
て
い
く
。

　
　

重
大
事
故
が
起
き
な
い

た
め
の
安
全
管
理
体
制
、
事

故
が
起
き
た
場
合
の
罰
則
規

定
に
対
す
る
町
の
対
応
は
。

　
　

番
号
法
と
い
う
法
律
の

中
で
罰
則
規
定
を
設
け
て
い

る
。
町
も
情
報
の
取
り
扱
い

を
慎
重
に
行
う
必
要
が
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。

　
　

個
人
情
報
を
取
り
扱
う

パ
ソ
コ
ン
の
外
部
と
の
接
触

や
庁
内
で
の
共
有
は
。

　
　

情
報
を
取
り
扱
う
職
員

地
を
旧
入
谷
中
学
校
跡
地
と

し
、
必
要
と
な
る
予
算
を
今

定
例
会
で
計
上
し
た
。

　
　

今
回
の
調
査
は
、
国
の

方
針
で
ア
ス
ベ
ス
ト
台
帳
を

整
備
す
る
た
め
の
も
の
だ
っ

た
の
か
。

　
　

当
初
は
、
こ
の
部
分
に

つ
い
て
は
特
に
制
限
は
な
か

っ
た
。
震
災
で
全
て
の
資
料

が
流
失
し
た
の
で
、
昨
年
度

改
め
て
学
校
施
設
を
中
心
に

調
査
し
た
の
が
実
態
。

　
　

年
間
通
し
て
利
用
し
て

い
る
各
種
団
体
が
あ
る
。
不

便
を
多
少
と
も
感
じ
て
い
る

問

問

問

志
高
を
守
る
意
気
込
み
を
問
う

町
長
　
志
翔
学
舎
も
含
め
、
取
り
組
み
十
分

教育環境

問

方
々
に
対
し
て
、
町
長
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
あ
れ
ば
一
言
。

　
　

閉
鎖
を
し
、
そ
れ
以
来

地
域
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
か
け
、
い
ち
早
い
新
入

谷
公
民
館
を
再
建
し
た
い
。

そ
の
間
、
し
ば
ら
く
お
待
ち

い
た
だ
き
た
い
。

　
　

周
辺
道
路
に
つ
い
て
も

整
備
が
必
要
と
思
う
が
。

　
　

こ
れ
か
ら
具
体
的
に
入

っ
て
い
く
わ
け
で
、
地
域
の

方
々
の
い
ろ
ん
な
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
使
い
勝
手

の
い
い
公
民
館
を
建
設
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

問す
る
の
か
。

　
　

財
源
の
こ
と
も
あ
り
、

支
所
マ
チ
ド
マ
や
図
書
館
利

用
も
考
え
て
い
る
。

　
　

や
れ
な
い
理
由
ば
か
り

聞
か
さ
れ
て
き
た
の
で
、
復

興
局
に
行
っ
て
き
た
。
﹁
今

設
計
が
出
て
な
い
と
32
年
に

は
間
に
合
わ
な
い
﹂
と
言
わ

れ
た
。
残
念
で
な
ら
な
い
。

　
　

当
時
の
構
成
員
が
再
建

方
法
を
試
行
錯
誤
で
考
え
て

い
る
中
、
た
め
ら
っ
て
復
興

計
画
に
入
れ
な
か
っ
た
。

を
限
定
し
て
い
る
。
パ
ス
ワ

ー
ド
あ
る
い
は
指
紋
認
証
で

し
か
シ
ス
テ
ム
を
使
う
こ
と

が
で
き
な
い
。

問問

問

ン
不
足
で
は
な
い
の
か
。
仕

事
を
共
有
し
、
声
掛
け
す
る

こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

　
　

危
機
管
理
課
を
総
務
課

内
に
組
織
再
編
を
し
、
多
く

の
職
員
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に

よ
り
強
化
し
た
い
。

　
　

志
高
に
介
護
学
科
等
を

導
入
し
て
、
定
員
割
れ
を
救

っ
て
は
。

　
　

志
翔
学
舎
も
で
き
た
が
、

子
供
が
少
な
い
事
が
要
因
で

あ
る
。

　
　

中
高
一
貫
が
足
か
せ
に

な
っ
て
い
な
い
か
。

　
　

こ
の
制
度
で
簡
単
に
入

れ
る
と
思
う
が
、
こ
れ
を
見

直
す
事
は
難
し
い
。
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答

　
　

今
の
小
学
生
が
大
人
に

な
っ
た
時
に
就
く
職
業
の
65

％
は
、
現
在
ま
だ
存
在
し
て

い
な
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と

深
く
関
係
し
て
い
る
新
し
い

職
業
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

時
代
は
確
実
に
﹁
読
み
書
き

そ
ろ
ば
ん
﹂
か
ら
﹁
読
み
書

き
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
﹂
に
向

か
い
つ
つ
あ
る
。
２
０
２
０

年
度
か
ら
小
学
校
で
の
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
必
修
化

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
準
備
、

取
り
組
み
状
況
は
。

　
　

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
や
教
材

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
必
修
化

 パソコン

教
育
長
　
国
の
動
向
、
他
市
町
を
注
視

指
導
事
例
の
提
示
、
指
導
体

制
充
実
へ
教
員
研
修
な
ど
が

必
要
。
国
の
動
向
や
他
市
町

村
の
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を
し
、
準

備
を
進
め
て
い
く
。

　
　

目
的
の
ひ
と
つ
と
し
て

想
像
力
を
高
め
る
と
言
わ
れ

て
い
る
が
。

　
　

想
像
力
の
も
と
で
の
論

今野 雄紀 議員

及
び
伝
承
館
の
運
営
は
、
一

本
化
な
の
か
、
別
々
な
の
か
。

　
　

具
体
、
詳
細
は
こ
れ
か

ら
検
討
す
る
。

　
　

後
発
の
部
分
、
伝
承
館

の
部
分
で
の
収
益
確
保
が
不

透
明
だ
が
。

　
　

商
店
街
は
ま
ち
づ
く
り

　
　

道
の
駅
の
運
営
方
法
は
。

　
　

関
係
各
課
に
よ
る
道
の

駅
整
備
調
整
会
議
で
の
合
意

形
成
を
図
り
、
道
の
駅
整
備

推
進
協
議
会
で
今
後
検
討
し
、

決
定
す
る
。

　
　

先
行
オ
ー
プ
ン
し
た
商

店
街
の
分
と
今
度
で
き
る
分

道
の
駅
の
収
益
確
保
は

町
長
　
将
来
に
ツ
ケ
は
残
さ
な
い

採算大切

問

採算重視で道の駅を

理
的
思
考
を
高
め
る
こ
と
が

重
要
だ
。

　
　

考
え
る
力
が
養
わ
れ
て

い
く
可
能
性
は
。

　
　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使

っ
て
新
た
に
何
か
を
生
み
出

し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
す
る
力

を
育
て
る
こ
と
で
、
考
え
る

力
が
養
わ
れ
る
と
思
う
。

問

地
元
の
野
菜
で
患
者
さ
ん
に

喜
ば
れ
る
給
食
を

問 問答

答 問

問答

答

答

答 問

問
　
　

被
災
農
地
も
県
営
事
業

で
圃
場
整
備
・
農
地
災
害
復

旧
事
業
と
し
て
整
備
さ
れ
順

次
引
き
渡
さ
れ
た
が
現
状
と

課
題
は
。

　
　

６
か
所
の
圃
場
整
備
工

区
で
１
部
を
除
き
、
平
成
30

年
春
ま
で
に
98
％
、
84 

ha
を

引
き
渡
し
作
付
け
し
て
い
る
。

農
家
が
主
体
で
営
農
組
合
・

機
械
利
用
組
合
を
組
織
し
、

安
定
経
営
を
目
指
し
農
地
活

用
な
ど
を
話
し
合
っ
て
い
る
。

課
題
と
し
て
６
地
区
で
暗
渠

排
水
、
勾
配
、
土
の
入
れ
替

え
、
用
水
路
の
布
設
替
え
、

た
め
池
の
修
繕
な
ど
の
要
望

が
あ
り
、
補
完
工
事
で
対
応

し
て
い
く
。

　
　

課
題
の
あ
る
土
地
を
引

き
渡
し
た
わ
け
だ
が
。

　
　

整
備
後
順
番
に
引
き
渡

し
て
き
た
が
、
県
の
事
業
で

人
手
不
足
も
伴
い
、
引
き
渡

し
後
に
、
石
、
土
、
排
水
の

問
題
で
作
物
が
育
た
な
い
な

ど
、
課
題
が
出
て
き
た
。
町

と
し
て
県
に
補
完
工
事
を
要

請
し
、
県
も
真
摯
に
受
け
止

め
、
工
事
を
進
め
て
い
る
。

　
　

主
な
整
備
費
用
額
は
。

　
　

圃
場
整
備
に
40
億
円
、

農
地
の
災
害
復
旧
に
22
億
円
、

農
地
海
岸
復
旧
に
15
億
円
、

農
機
具
整
備
に
８.

６
億
円

な
ど
多
額
の
費
用
を
投
入
し

た
事
業
で
あ
り
、
営
農
再
開

に
繋
が
る
支
援
を
し
て
い
く
。

　
　

農
地
災
害
復
旧
の
田
の

菅原 辰雄 議員

バ
ス
停
か
ら
遠
い
人
へ
の
対
応
は

町
長
　

白
タ
ク
輸
送
の
可
能
性
を
探
す

公共交通

浦
地
区
も
農
業
機
械
を
導
入

し
て
い
る
が
、
作
付
面
積
は
。

　
　

復
旧
農
地
は
10.

３

ha
、
今
年
度
の
作
付
面
積
は

１.

３
ha
。
補
完
工
事
は
し

て
い
な
い
。
機
械
も
導
入
し

て
お
り
、
営
農
再
開
に
向
け

て
気
仙
沼
・
南
三
陸
地
区
営

農
再
開
推
進
チ
ー
ム
や
、
み

や
ぎ
農
業
公
社
の
協
力
を
得

て
対
応
し
て
い
く
。

被
災
農
地
の
現
状
と
課
題

町
長
　
営
農
再
開
に
繋
が
る
支
援
を
し
て
い
く

農地活用

　
　

町
民
バ
ス
利
用
状
況
と

バ
ス
停
か
ら
遠
い
住
民
へ
の

対
応
は
。

　
　

有
料
運
行
に
な
り
２
年

だ
が
、
町
内
11
路
線
で
29
年

度
の
利
用
実
績
は
３
万
１
７

３
５
人
で
月
平
均
２
６
４
５

人
で
あ
る
。
自
宅
か
ら
バ
ス

停
ま
で
遠
い
人
へ
の
対
応
と

し
て
、
自
家
用
有
償
運
送
、

通
称
白
タ
ク
輸
送
の
可
能
性

を
模
索
す
る
た
め
、
モ
デ
ル

地
区
を
設
定
し
て
実
証
運
行

を
行
う
な
ど
地
域
ご
と
の
解

決
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

以
前
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
送

迎
を
行
っ
た
が
採
算
が
取
れ

ず
や
め
た
。
実
施
す
る
際
の

助
成
は
。

　
　

基
本
的
に
は
共
助
で
あ

る
。
事
業
と
し
て
で
は
な
く
、

地
域
の
人
の
足
を
私
が
助
け

て
や
る
、
と
い
う
趣
旨
で
燃

料
代
と
し
て
、
幾
ら
か
頂
き

送
迎
す
る
も
の
で
あ
る
。

学
校
に
エ
ア
コ
ン
設
置
の
考
え
は

町
長
　

来
年
度
、
保
健
室
・
Ｐ
Ｃ
ル
ー
ム

　
　

  

に
設
置
す
る

教育環境

問答

答 答問 問
　
　

国
が
学
校
へ
の
エ
ア
コ

ン
整
備
に
支
援
策
を
打
ち
出

し
て
い
る
が
町
の
考
え
は
。

　
　

国
か
ら
各
自
治
体
に
具

体
の
連
絡
は
な
い
。

　
　

教
育
環
境
整
備
と
し
て
、

エ
ア
コ
ン
設
置
の
考
え
は
。

　
　

国
の
従
来
の
１
／
３
助

成
事
業
が
あ
る
。
町
内
各
校

設
置
で
約
３
億
円
の
経
費
が

必
要
。
２
億
円
は
町
負
担
と

な
り
、
財
政
的
に
厳
し
い
が

来
年
度
に
保
健
室
と
パ
ソ
コ

ン
ル
ー
ム
に
設
置
す
る
。

　
　

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結

果
に
対
す
る
所
見
は
。

　

︵
教
育
長
︶
平
成
24
年
度

は
全
国
と
の
差
が
大
き
か
っ

た
が
年
度
を
経
て
差
が
小
さ

く
な
っ
た
。
主
体
的
に
学
習

に
取
り
組
む
児
童
・
生
徒
が

多
く
な
っ
た
の
が
要
因
。
一

部
の
教
科
で
24
年
度
と
同
様

の
差
が
あ
り
指
導
の
検
討
が

必
要
で
あ
る
。

未
来
が
運
営
し
て
い
る
が
、

後
発
の
部
分
で
の
採
算
が
と

れ
る
か
、
と
れ
な
い
か
正
直

現
時
点
で
は
分
か
ら
な
い
。

　
　

負
の
未
来
の
予
想
は
し

た
く
な
い
が
、
将
来
町
の
負

担
分
が
い
っ
ぱ
い
増
え
る
の

で
は
。

　
　

復
興
の
事
業
同
様
に
、

将
来
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う

な
運
営
が
大
前
提
だ
。

　
　

道
の
駅
を
中
心
に
、
キ

ッ
チ
ン
カ
ー
、
マ
ル
シ
ェ
、

軽
ト
ラ
市
な
ど
で
、
福
興
市

だ
け
で
な
く
、
ほ
か
の
人
た

ち
に
も
門
戸
を
広
げ
て
に
ぎ

わ
い
を
。

し
て
お
り
、
地
場
産
品
の
利

用
は
困
難
だ
。

　
　

患
者
さ
ん
に
、
喜
ば
れ

る
給
食
を
。

　
　

入
院
中
の
食
事
単
価
も

決
ま
っ
て
お
り
、
持
ち
込
ま

れ
る
の
は
、
大
体
ほ
と
ん
ど

加
工
品
だ
。
私
も
年
末
に
緊

急
入
院
し
、
８
回
食
べ
た
け

れ
ど
、
お
い
し
か
っ
た
。

　
　

学
校
給
食
に
お
い
て
地

場
産
品
の
利
用
状
況
は
。

　

︵
教
育
長
︶
一
部
の
食
材

は
取
り
入
れ
て
い
る
が
、
価

格
や
数
量
等
で
通
年
の
安
定

使
用
は
難
し
い
。
今
後
も
可

能
な
限
り
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

答問

答

問

　
　

病
院
で
の
給
食
に
お
け

る
地
場
産
品
の
活
用
は
。

　
　

食
材
の
購
入
か
ら
調
理

ま
で
の
工
程
を
外
部
へ
委
託

問

地
産
地
消
の

給
食
を

町
長
　
実
現
に
は

多
く
の
困
難
が
伴
う

地場産品
答
　
　

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の

回
遊
性
の
実
現
に
は
ウ
ェ
ル

カ
ム
だ
。
珍
し
く
考
え
が
合

う
部
分
が
あ
っ
た
。

客土が待たれる廻館地区の畑地



問 答 問 答 問答問答

答答 問答 問

答 問問 答答 問問

南三陸町議会だより 第51 号 ●18南三陸町議会だより 第51 号●19

東日本大震災対策特別委員会

放射性物質汚染牧草処理事業の安全性について調査

災害公営住宅で発生した修繕を要する箇所を調査
【８月８日　枡沢団地、伊里前団地、志津川東団地の現地調査】

９月に行われた決算審査特別委員会の質疑のなかで、「一度立ち止まって考えることとする」と

して、当局からの報告がありました。今後の動きに注視し、改めて報告いたします。

　福島第一原発事故による町内汚染牧草２９０ｔが、事故後７年経過している現在において、各

生産者の自宅周辺敷地などに一時保管されています。生産者の負担・不安の早期解消が望まれる

現状で、４００ベクレル以下の汚染牧草３ｔの先行処理を戸倉地区・大盤平(町有地)でのすき込

み処理にて土壌還元するという処理事業の内容について調査しました。

クリーンセンターで保管されている汚染牧草３ｔが再計量にて２ｔに減っていたことや、すき込

み処理予定地までの運搬経路・飛散防止策、先行処理予定区画の縮小(６区画→４区画へ)といっ

た状況変化に伴い、事業計画は再検討することとなりました。
　

（
村
岡
賢
一
委
員
）
充
分

な
検
査
を
行
っ
た
段
階
で
住

民
説
明
会
と
い
う
が
、
理
解

を
得
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
の

対
応
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
３
ｔ
の
先
行
処
理
で
安

全
性
を
確
認
し
、
判
断
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
　
全
町
民
が
利
用
で
き
る

水
源
が
整
備
さ
れ
て
間
も
な

い
の
に
、
そ
の
側
で
事
業
を

行
う
の
は
理
解
に
苦
し
む
。

　
　
ま
と
ま
っ
た
土
地
が
な

い
。
分
散
す
れ
ば
時
間
と
経

費
が
か
か
る
。
セ
シ
ウ
ム
は

水
に
溶
け
込
む
の
で
は
な
く
、

土
壌
に
固
着
す
る
性
質
を
持

つ
。
震
災
後
、
各
井
戸
で
水

質
検
査
を
し
て
い
る
が
、
セ

シ
ウ
ム
検
出
の
事
例
は
な
い
。

　

（
後
藤
伸
太
郎
委
員
）
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
保
管
の
３

ｔ
が
２
ｔ
に
減
っ
た
と
い
う

が
、
管
理
体
制
は
充
分
だ
っ

た
か
。

　
　
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ
に
詰

め
た
も
の
を
、
大
型
テ
ン
ト

に
保
管
し
て
あ
る
。

　

（
星
喜
美
男
委
員
）
本
町

で
は
指
定
廃
棄
物
（
８
０
０

０
ベ
ク
レ
ル
以
上
）
は
存
在

し
な
い
と
解
す
る
が
、
４
０

０
ベ
ク
レ
ル
が
人
体
に
与
え

る
影
響
は
。

　
　
４
０
０
ベ
ク
レ
ル
以
下

の
も
の
を
土
壌
に
４
０
年
間

す
き
込
ん
で
も
人
体
に
問
題

が
出
な
い
量
と
い
う
検
査
結

果
が
出
て
い
る
。

　

（
村
岡
賢
一
委
員
）
処
理

事
業
後
に
風
評
被
害
が
起
き

た
場
合
、
町
は
補
償
し
て
く

れ
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　
仙
南
・
石
巻
・
大
崎
は

焼
却
、
当
町
・
気
仙
沼
・
栗

原
は
す
き
込
み
を
行
う
。

県
内
全
て
の
自
治
体
が
絡
む

問
題
と
な
れ
ば
、
責
任
あ
る

所
在
、
そ
う
い
っ
た
方
々
に

お
話
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
る
と
思
う
。

　

（
倉
橋
誠
司
委
員
）
ど
の

よ
う
な
試
験
内
容
か
。

　
　
現
状
の
空
間
線
量
と
土

壌
検
査
、
同
時
に
保
管
牧
草

の
セ
シ
ウ
ム
濃
度
の
測
定
を

行
い
、
す
き
込
み
を
行
う
。

　

（
千
葉
伸
孝
委
員
）
枡
沢
団

地
の
要
望
箇
所
が
３
階
に
集
中

し
て
い
る
が
、
原
因
は
。

　　

特
に
こ
れ
と
い
っ
た
原
因

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

（
倉
橋
誠
司
委
員
）
修
繕
箇

所
の
費
用
負
担
は
。
ま
た
、
他

の
団
地
か
ら
の
声
は
。

　　

２
年
間
の
瑕
疵
担
保
期
間

が
あ
る
。
期
間
内
の
町
負
担
は

な
い
。
そ
の
都
度
対
応
し
て
い

る
し
、
重
大
な
報
告
は
入
っ
て

い
な
い
。

　

（
及
川
幸
子
委
員
）
枡
沢
団

地
は
入
居
か
ら
２
年
が
過
ぎ
て

い
る
が
。

　
　
今
回
は
す
べ
て
業
者
負
担

で
補
修
し
て
い
る
。

　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
廊
下
の

ひ
び
割
れ
の
原
因
は
。

　
　
内
部
の
構
造
物
と
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
固
ま
り
方
の
関
係
性

か
、
冬
季
の
水
分
の
凍
結
の
繰

り
返
し
だ
と
想
定
す
る
。

なお、請願２の１「高野会館」を震災遺構として保存することに関する請願は、９月定例
会において不採択と決しました。

※採決結果欄：（○）は賛成、（×）は反対。委員長は表決に加わりません。賛否同数の場合、裁決します。

委員名

請願

「高野会館」を震災遺構
として保存することに関
する請願

審  

査  

結  

果

不採択と

すべきもの

採　決　結　果

反
　
　
対
　
　
　
　
９

賛
　
　
成
　
　
　
　
５

山  
内  

昇  

一

後

藤

清

喜

山

内

孝

樹

菅

原

辰

雄

星

喜

美

男

髙

橋

兼

次

今

野

雄

紀

村

岡

賢

一

及

川

幸

子

佐

藤

正

明

後
藤
伸
太
郎

千

葉

伸

孝

佐

藤

雄

一

倉

橋

誠

司

須

藤

清

孝

×××××
○

×

○

××

○○○

×

「高野会館」を震災遺構として保存する
　　　　　ことに関する請願について審議

　当委員会では、提出された「高野会館」を震災遺構として保存することに関する請願について、

これまで回数を重ねて慎重に調査を行ってきました。その調査結果をもとに審査し、委員会での

審査結果を９月定例会において報告しました。

　《 請願趣旨 》 今日まで３０万人以上の人に東日本大震災の教訓を伝えてきた「高野会館」を

　　　　　　　　震災遺構として、復興祈念公園エリアの中に組み入れ、保存整備するよう請願します。

　《 これまでの経緯 》

２月２０日　請願書提出。

３月２０日　第２回定例会において東日本大震災対策特別委員会に付託。　　　　　議会だより №49

５月１５日　町当局への聞き取り調査。アスベスト検査など、当時の状況を確認。

６月　１日　請願者を参考人として聞き取り調査。

　　　　　   維持管理ではなく、周辺道路の整備を望むのが本質であると発言。　　議会だより №50

６月２５日　高野会館にて現地調査。

　　　　　　請願者の説明を受けながら、周辺環境、会館内部と屋上までを調査。　

７月１７日　これまでの調査をふまえて当局に再度確認し、調査を終了。

８月２４日　討論、採決。　　【 不採択とすべきもの 】と決する。

討
論

(

須
藤
清
孝
委
員)

請
願
者
の
気
持
ち
な
ど
考
慮

す
べ
き
点
は
あ
る
が
、
請
願

趣
旨
に
沿
っ
て
判
断
せ
ざ
る

を
え
な
い
。
請
願
の
妥
当
性

に
疑
問
を
感
じ
て
い
る
。

(

後
藤
伸
太
郎
委
員)

エ
リ
ア
の
拡
大
、
財
源
、
健

康
被
害
、
運
営
方
法
。
責
任

あ
る
立
場
と
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
検
証
し
、
結

論
を
導
き
だ
し
た
。
採
択
に

は
大
変
困
難
が
あ
る
と
考
え

る
。

反 

対

賛 

成

(

及
川
幸
子
委
員)

大
震
災
の
体
験
と
教
訓
を
未

来
に
伝
え
生
か
す
た
め
に
重

要
で
あ
り
南
三
陸
町
の
歴
史

的
遺
産
で
あ
る
。

(

倉
橋
誠
司
委
員)

町
と
し
て
交
流
人
口
拡
大
を

目
指
す
中
、
大
き
な
コ
ン
テ

ン
ツ
。
町
の
遺
構
と
し
て
誇

り
、
目
指
し
て
く
れ
る
対
象

と
し
お
見
せ
し
て
伝
え
て
い

く
べ
き
。

反 

対

賛 

成

賛 

成

賛 

成

｝ ｝

再検討へ

(

千
葉
伸
孝
委
員)

あ
の
場
所
で
高
野
会
館
を
ど

う
す
る
か
を
こ
れ
か
ら
議
論

す
る
も
の
だ
と
思
う
。
町
に

対
す
る
ホ
テ
ル
観
洋
の
貢
献

度
を
皆
さ
ん
忘
れ
て
は
い
な

い
と
思
う
。

(

今
野
雄
紀
委
員)

こ
れ
か
ら
は
風
化
の
防
止
を

は
じ
め
、
リ
ア
ル
を
残
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。

高
野
会
館
は
ま
さ
に
生
き
た

リ
ア
ル
。
町
の
大
き
な
財
産

に
な
る
会
館
の
保
存
に
賛
成

す
る
。

採
決
の
結
果
、

反
対
９
名
、
賛
成
５
名

で 

不
採
択 

と
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

か  

し
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議
案
一
覧 

〜 

８
月
臨
時
議
会
・
９
月
定
例
議
会

８月臨時議会提出　議案一覧　５件
（専決処分の承認１件、条例１件、工事関係１件、字の区域変更１件、議員提出議案１件）

９月定例議会提出　議案一覧　５２件
（条例６件、工事関係６件、財産貸付・無償譲渡・取得２１件、町道認定１件、任命１件、推薦１件、

 補正予算４件、決算認定・報告１２件）

承認第３号　　平成３０年度南三陸町一般会計補正予算（第２号）。

議案第９５号　町長等の給料の特例に関する条例制定（町長３０％、副町長１５％の減額）。→Ｐ.７

議案第９６号　長清水橋（上部工）橋梁災害復旧工事、６，６４２万円で東日本コンクリート株式会社と契約を締結。
　　　　　　　工事期間平成３１年３月２０日まで。

議案第９７号　被災市街地復興土地区画整理事業地内の字の区域変更について。→Ｐ.７

発議第４号　　消防防災施設災害復旧補助事業等調査特別委員会設置にかかる決議について。→Ｐ.７

議案第９８号　塩水取配水施設設置及び管理条例制定。塩水管の全長は８６９ .４７ｍ。施設利用可能箇所計１７箇
　　　　　　　所（志津川漁港敷地内７箇所、まちびらき水産ゾーン１０箇所）。→Ｐ.７

議案第９９号　行政組織条例の一部を改正する条例制定。危機管理体制を総務課におくもの。→Ｐ.７

議案第 100 号　心身障害者医療費の助成対象の一部を改正する条例制定。

議案第 101 号　家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定。→Ｐ.７

議案第 102 号　指定居宅介護支援等の事業の人員と運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定。

議案第 103 号　役場庁舎の建設が終了したことから、基金条例を廃止する条例制定。→Ｐ.８

議案第 104 号　南三陸病院南側駐車場整備工事を（株）遠藤組と５，６９７万円で契約締結。
　　　　　　　工事期間平成３１年２月２８日まで。→Ｐ.８

議案第 105 号　町道長清水線外１路線道路災害復旧工事を（株）高野組と５，２９２万円で契約締結。
　　　　　　　工事期間平成３１年３月２０日まで。

議案第 106 号　志津川地区震災復興祈念公園北側道路災害復旧工事を阿部藤建設（株）と１億１，５５６万円で契約
　　　　　　　締結。工事期間平成３１年３月１５日まで。→Ｐ.８

議案第 107 号　広畑地区災害復旧（広畑橋）工事を（株）遠藤組と締結。延長１７.０ｍから２７.５ｍへ変更するな　
　　　　　　　ど６３１万円増額。→Ｐ.８

議案第 108 号　志津川地区被災市街地復興土地区画整理事業他、業務委託変更契約を UＲ都市再生機構と４２億８，
　　　　　　　９８３万円増額して締結。工事期間平成３３年３月３１日まで。→Ｐ.８

議案第 109 号  志津川地区国道３９８号、県道清水浜志津川港線整備事業、業務委託変更契約を UＲ都市再生機構と
　　　　　　   ７６８万円減額して締結。

議案第 110 号　歌津伊里前（９か所）、管の浜（３か所）を国に無償貸付けをする。面積４，４７９㎡。→Ｐ.８

議案第 111 号〜129 号　普通財産の無償譲渡について。下記のとおり譲渡する。→Ｐ.８

議
案
一
覧 

〜 

８
月
臨
時
議
会
・
９
月
定
例
議
会

議案番号　　地区名　　　　 譲渡先　　　　　種　類

志津川　 株式会社千葉商店　　事務所等

志津川　 株式会社ヤマウチ　　事務所等

志津川　 株式会社及善商店　　事務所等

歌　津　 有限会社大勝水産　   作業場等

入　谷　 南三陸農業協同組合　会館等

歌　津　 佐信輪業商会　　　　作業場等

歌　津　 小野造船所　　　　　作業場等

歌　津　 有限会社カネサン三浦商店　作業場等

入　谷　 すがわら接骨院　　　 店舗

議案第 130 号　商工団地１４号線を町道路線に認定。延長１２０.５ｍ。

議案第 131 号　教育委員会委員の任命。任期満了に伴い、山内義申氏を再任。→Ｐ.８

議案第 132 号　人権擁護委員の任命。任期満了に伴い、錦部照夫氏を再任。→Ｐ.８

議案第 133 号　平成３０年度南三陸町一般会計補正予算（第３号）。→Ｐ.９

議案第 134 号　平成３０年度南三陸町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）。→Ｐ.９

議案第 135 号　平成３０年度南三陸町介護保険特別会計補正予算（第１号）。

議案第 136 号　平成３０年度南三陸町水道事業会計補正予算（第２号）。→Ｐ.９

議案第 137 号　財産の取得について。小型動力消防ポンプ付積載車 5 台、（株）古川ポンプ製作所より３，４９８万
　　　　　　　 円で購入。

報告第７号　　平成２９年度決算に基づく南三陸町健全化判断比率について。

報告第８号　　平成２９年度決算に基づく南三陸町資金不足比率について。

認定第１号　　平成２９年度南三陸町一般会計歳入歳出決算の認定について。

認定第２号　　平成２９年度南三陸町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について。

認定第３号　　平成２９年度南三陸町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について。

認定第４号　　 平成２９年度南三陸町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について。

認定第５号　　平成２９年度南三陸町市場事業特別会計歳入歳出決算の認定について。

認定第６号　　平成２９年度南三陸町漁業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について。

認定第７号　　平成２９年度南三陸町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について。

認定第８号　　平成２９年度南三陸町水道事業会計決算の認定について。

認定第９号　　平成２９年度南三陸町病院事業会計決算の認定について。

認定第１０号　平成２９年度南三陸町訪問看護ステーション事業会計決算の認定について。

※採決結果欄：（○）は賛成、（×）は反対、（欠）は欠席。議長は表決に加わりません。賛否同数の場合、裁決します。

議員名

案件名

議案第　９９号

議案第１０６号

議案第１０８号

議  

決  

結  

果

採　決　結　果

反
　
　
対
　
　
　
　
５
　
　
５
　
　
４

　
　
　
　

賛
　
　
成
　
　
　
　
９
　
　
９
　
　
10

三

浦

清

人

山  

内  

昇  

一

後

藤

清

喜

山

内

孝

樹

菅

原

辰

雄

星

喜

美

男

髙

橋

兼

次

今

野

雄

紀

村

岡

賢

一

及

川

幸

子

佐

藤

正

明

後
藤
伸
太
郎

千

葉

伸

孝

佐

藤

雄

一

倉

橋

誠

司

須

藤

清

孝

○○

×

○○○○○

×

○

×

○

×

欠

×

９月定例議会採決状況一覧

原案可決

原案可決

原案可決

○○○○○

××

○欠○○

×××

○

○○○○○○

×

○欠○○

×××

○

※採決結果欄：（○）は賛成、（×）は反対。委員長は表決に加わりません。賛否同数の場合、裁決します。

委員名

案件名

認定第１号

審  

査  

結  

果

認定すべきもの

採　決　結　果

反
　
　
対
　
　
　
　
６

賛
　
　
成
　
　
　
　
８

村
　
岡
　
賢  

一

山

内

昇

一

後

藤

清

喜

山

内

孝

樹

菅

原

辰

雄

星

喜

美

男

髙

橋

兼

次

今

野

雄

紀

及

川

幸

子

佐

藤

正

明

後
藤
伸
太
郎

千

葉

伸

孝

佐

藤

雄

一

倉

橋

誠

司

須

藤

清

孝

○○○○○
×××

○○

×××

○

平成２９年度決算審査特別委員会採決状況一覧

入　谷　 佐藤輪業商会　　　　 店舗

志津川　 宮城精工　　　　　　作業場等

歌　津　 千葉機械株式会社　　作業場等

歌　津　 株式会社マルジン三浦水産　　 事務所等

歌　津　 システム住器マキノ　事務所等

入　谷　 佐藤水道　　　　　　 事務所等

歌　津　 阿部金物店　　　　　　  作業場等

歌　津　 株式会社日幸商會　　作業場等

歌　津　 山庄建設株式会社　　作業場等

歌　津　 サンデン設備　　　　作業場等

第１１１号

第１１２号

第１１３号

第１１４号

第１１５号

第１１６号

第１１７号

第１１８号

第１１９号

第１２０号

第１２１号

第１２２号

第１２３号

第１２４号

第１２５号

第１２６号

第１２７号

第１２８号

第１２９号
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ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言 

〜 

委
員
会
報
告

総　務
常任委員会

「移住定住促進に積極的な
調査の概要

　四万十町では、にぎわい創出

課担当職員から聞き取り調査を

おこなった。移住定住促進につ

いては、当町でも実施している

取り組みもあるが、移住相談対

応、空き家調査、お試し滞在施

設整備、中間管理住宅、移住支

援住宅整備など、積極的な予算

投入、事業展開が見られた。ま

「産業振興について」
調査の目的

　農業の慢性的な課題として、

後継者・担い手不足があげられ

るが、東日本大震災後は農業機

械の流失や居住地の変化に伴い、

さらに顕著なものとなった。被

災した沿岸部の農地は原形復

旧・圃場整備事業により再整備

されたが、作付けを再開した農

ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言 

〜 

委
員
会
報
告

　平成３０年７月２日、
３日、高知県四万十町、
土佐町において、移住定
住促進と、地域おこし協
力隊の取り組み状況につ
いて、担当者から聞き取
り調査をおこなった。ま
た、８月２１日、当町の
地域おこし協力隊につい
て、担当課職員から聞き
取り調査をおこなった。

　平成３０年８月２０日、
東日本大震災後に整備し
た圃場整備地区の生産状
況について、町農林水産
課職員から聞き取り調査
を行った。

調査の概要

地は少なく、国土保全・景観保

全の観点からも影響を及ぼして

いる。よって、持続性のある農

業を確立することが喫緊の課題

と捉え、その農業振興施策を検

討するため調査を行うものであ

る。

持続性のある農業を

産業建設
常任委員会 　被災した農地のうち、まとま

りのある農用地区域６工区にお

いて圃場整備事業を実施し、一

部を除き各工区とも組織化され

た営農組合により作付けが再開

されている状況である。しかし

ながら、石礫除去や土壌改良、

排水改良などが必要な圃場があ

り、作付け率が６５％程度とい

う状況でもある。当該事業は３

て活動している点が特色であっ

た。

　本件については、移住定住促

進の施策以外についても調査し、

多角的な検討が必要であるため

継続調査とする。

予算投入を」

「新たな教育環境の整備へ」

　少子高齢化が進むなか、将来

を担う子どもたちの育成は重要

課題である。子どもたちが安心

して教育に励み、故郷に愛着や

誇りを持ち、豊かな人格を形成

することができる環境の整備や、

　平成30年8月9日、コ
ミュニティスクール導入
に向けた取り組みと進捗
状況について、町教育委
員会教育総務課職員から
聞き取り調査を行った。

調査の目的 価値観やライフスタイルの多様

化などの著しい社会変化による

整備が求められる。当委員会で

は、児童生徒および教育現場が

負担なく対応できる、新たな教

育環境の整備について調査を行

うものである。

民生教育
常任委員会

備を進めている入谷小学校の取

り組みについて、進捗状況を調

査した。本件については、子ど

もたちだけでなく教職員への教

育環境の変化が及ぼす影響など

についても調査し、検証を重ね

る必要があるため調査を継続す

るものである。

調査の概要

　コミュニティスクールは、学

校と保護者や地域住民がともに

知恵を出し合い、学校運営に意

見を反映させることで、一緒に

協働しながら子どもたちの豊か

な成長を支え、地域コミュニテ

ィづくりを進める仕組みである。

来年度からの本格実施に向け準

２年度までの期間であることか

ら、早急な対応を講じなければ

ならない。本調査については、

全町的な課題である農業後継

者・担い手不足、経営が成り立

つ農業施策の展開等についても

検討する必要があるため、継続

調査とする。

た、地域おこし協力隊も定住率

が７６．２％と高い実績があっ

た。

　土佐町ではＮＰＯ法人れいほ

く田舎暮らしネットワークから

聞き取り調査をおこなった。町

主体ではなく、移住者が地域の

課題を深刻に受け止め、その課

題解消のため自らが中心となっ

コミュニティスクール導入へ

四万十町での聞き取り調査の様子



わたしの意見 あなたの提言わたしの意見 あなたの提言わたしの意見 あなたの提言
皆さんの考えをお聞かせください。

編
集
後
記

　

本
年
も
あ
と
二
ヶ
月
を
残

す
の
み
と
な
り
、
実
り
の
秋

も
終
わ
り
を
告
げ
、
朝
晩
の

寒
さ
が
身
に
染
み
て
健
康
管

理
が
難
し
い
季
節
に
な
り
ま

し
た
。

　

今
年
も
全
国
各
地
に
お
い

て
災
害
の
多
い
年
で
あ
り
、

私
た
ち
に
と
っ
て
他
人
事
の

よ
う
に
は
と
て
も
思
わ
れ
ま

せ
ん
。

　

わ
れ
わ
れ
議
員
も
一
年
が

過
ぎ
、
町
民
目
線
に
立
ち
議

会
改
革
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
９
月
の
定
例
会
に

お
い
て
も
活
発
に
議
論
が
な

さ
れ
、
議
案
す
べ
て
が
議
決
、

承
認
さ
れ
、
今
後
の
町
の
復

興
完
遂
に
向
け
て
紛
れ
も
な

く
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

議
員
も
町
民
一
人
ひ
と
り

の
声
に
耳
を
傾
け
意
見
を
尊

重
し
、
議
会
に
反
映
さ
せ
て

ま
い
り
ま
す
。
皆
様
方
の
ご

意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

 　

 

佐
藤　

雄
一

﹁
６
次
産
業
化
を
仕
事
に
す
る
と
い
う
選
択
肢
﹂

　
　
入
谷

西 

城
　
光 

之  

さ
ん

　

農
地
を
所
有
す
る
農
家
が
、
農
業

従
事
者
の
高
齢
化
に
よ
る
離
農
の
増

加
や
少
子
化
に
よ
っ
て
後
継
者
不
足

農
業
の
採
算
性
の
厳
し
さ
な
ど
で
、

そ
の
数
は
減
り
続
け
て
い
ま
す
。
後

継
者
不
在
の
ま
ま
離
農
し
た
農
家
の

農
地
や
農
業
従
事
者
で
は
な
い
子
供

が
相
続
し
た
農
地
な
ど
が
、
遊
休
農

地
（
耕
作
が
行
わ
れ
な
い
農
地
）
と

な
り
、
そ
の
増
加
が
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

農
林
漁
業
の
求
人
で
は
、
１
次
産

業
（
生
産
）
の
み
を
行
う
事
業
者
の

求
人
が
多
い
で
す
が
、
近
年
は
６
次

産
業
化
に
取
り
組
み
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
展
開
す
る
事
業
者
の
求
人
も

増
え
て
い
ま
す
。

　

６
次
産
業
化
に
取
り
組
む
事
業
者

は
、
生
産
物
の
可
能
性
を
拡
大
す
る

た
め
の
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
常
に
求

め
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
「
新
た

な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」
と

い
う
人
に
は
、
ま
た
と
な
い
職
場
環

発
行
責
任
者  

議
長  

三
浦  

清
人

皆さん議会傍聴に来てください
次回の定例議会は１２月を予定しています。

● 日程等は議会事務局にお問い合わせください。　TEL (0226)  46－1375 

  

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　

委 

員 

長　

後
藤
伸
太
郎

　
　

副
委
員
長　

須
藤　

清
孝
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佐
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雄
一

　
　
　
　
　

   

千
葉　

伸
孝

　
　
　
　
　
　
　

菅
原　

辰
雄　
　
　
　

境
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

農
業
に
は
多
く
の
可
能
性
が
あ
り
、

創
意
工
夫
で
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
を
つ

か
め
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
６
次
産

業
化
へ
の
取
り
組
み
も
、
こ
の
中
山

間
地
で
の
農
業
経
営
が
一
つ
の
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
の
で
は
。

　

生
産
物
に
付
加
価
値
を
つ
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
楽
し
く
や
り
が
い
の

あ
る
生
産
性
の
高
い
農
業
が
生
ま
れ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。
議
会
に
お
い

て
も
、
今
後
の
農
業
を
支
え
る
た
め

の
施
策
が
必
要
か
と
考
え
ま
す
。

ホームページは「南三陸町議会」で検索できます。

﹁
未
来
に
息
づ
く
た
し
か
な
町
づ
く
り
を
﹂

　
　
稲
渕

　
　

浅 

野
　
健 

仁  

さ
ん

　

冬
の
寒
さ
が
厳
し
か
っ
た
約
七
年

半
前
の
三
月
十
一
日
。
あ
の
日
の
地

震
、
津
波
の
後
、
生
活
が
一
変
す
る

と
共
に
、
当
時
高
校
生
だ
っ
た
私
は

学
校
再
開
と
進
路
選
択
と
い
う
狭
間

で
、
慌
た
だ
し
い
高
校
生
活
最
後
の

一
年
を
送
っ
た
。
私
は
そ
の
３
６
５

日
を
不
便
な
が
ら
、
未
完
成
な
復
興

途
上
で
あ
り
な
が
ら
も
、
学
校
が
新

た
に
形
作
ら
れ
て
い
く
瞬
間
を
目
に

し
て
き
た
。
そ
の
第
一
歩
が
校
舎
の

間
借
り
と
い
う
措
置
だ
っ
た
。

　

未
曽
有
の
災
害
と
い
う
こ
と
は
あ

っ
た
が
、
あ
の
震
災
を
経
験
し
た
町

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
議
論
、
す
べ
き

事
は
多
く
あ
る
と
思
う
。
有
事
の
際

の
近
隣
市
町
村
と
の
連
携
の
図
り
方
、

当
時
の
私
た
ち
の
よ
う
な
子
ど
も
た

ち
へ
の
迅
速
な
ケ
ア
や
教
育
環
境
の

素
早
い
再
開
と
対
応
、
そ
れ
ら
に
関

わ
っ
て
く
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧

マ
ニ
ュ
ア
ル
。
災
害
に
強
い
町
づ
く

り
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
や
は
り

議
会
の
皆
さ
ん
に
は
様
々
な
ケ
ー
ス

の
想
定
、
そ
れ
を
超
え
た
町
づ
く
り

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

待
っ
て
は
く
れ
な
い
町
民
の
生
活

と
子
ど
も
た
ち
の
成
長
。
福
祉
的
な

も
の
も
大
切
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

防
災
社
会
の
先
頭
に
立
っ
て
い
け
る

よ
う
な
南
三
陸
の
姿
を
議
会
に
期
待

し
た
い
。

　

災
害
に
備
え
て
、
議
会
で
も
発
災

時
の
行
動
指
針
を
作
る
な
ど
の
対
策

を
し
て
い
ま
す
。
未
来
の
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
こ

れ
か
ら
も
防
災
、
減
災
の
町
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

議
会
か
ら

議
会
か
ら
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